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序     文 

 

 

 日本国政府はソロモン諸島政府の要請に基づき、同国の防災ラジオ放送網改善計画に係

る準備調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構は平成 21 年 3月から 4月まで

準備調査団を現地に派遣しました。 

 

 この報告書が、今後予定される準備調査（基本設計レベル）の実施、その他関係者の参

考として活用されれば幸いです。 

 

 調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 21 年 5 月 

 

 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構

経済基盤開発部部長 黒柳 俊之
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略 語 表 
（アルファベット順） 

ABC Australian Broadcasting Corporation（オーストラリア放送協会）

ACMA Australia Communications and Media Authority（オーストラリア

通信・メディア協会） 
AFRS Armed Forces Radio Service（軍隊放送） 
AHC Area Helth Center（地域健康センター） 
ANT Antenna（空中線） 
AM Amplitude ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ(中波) 
AusAID Australian Agency of International Development 
BBC British Broadcasting Corporation（イギリス放送協会） 
CCG Central Control Group（中央管理グループ） 
CIMD2 Computer Interface to Machine Distribution V2 
CNURA Coalition for National Unity and Rural Advancement 
DFID Department for International Development（国際的開発部門） 
DMC Disaster Management Council（災害管理評議会） 
DPS  Deputy Provincial Secretary 
DRM Digital Radio Mondiale（デジタルラジオ放送） 
FM Frequency Modulation 
FSF Flexible Support Fund 
GDI Gender and Development Index 
GoA Government of Australia（オーストラリア政府） 
HIES Household Income and Expenditure Survey（世帯の収支調査） 
HR Human Resources（人的資源） 
HRM Human Resources Management（人事管理） 
IPAT Independent Performance Assessment Team 
MASI Media Association of the Solomon Islands（ソロモンのメディア連

合） 
MDG Millennium Development Goals 
MEF Monitoring and Evaluation Framework 
MOCA Ministry of Communications & Aviation（通信・航空省） 
MOG Machinery of Government 
MTDS Medium Term Development Strategy（中期開発戦略） 
MW Medium Wave（中波） 
NAP Nurse Aid Post 
NCW National Council of Women 
NDMO National Disaster Management Office（国家災害管理センター）  
NEOC National Emergency Operations Center 
NZAID New Zealand Agency for International Development 
OBVan Outside Broadcasting Van（屋外放送中継車）  



PAAT Performance Assessment Advisory Group(RAMSI) 
PAWG Performance Assessment Working Group (RAMSI) 
PFnet People First Network 
PINA Pacific Island News Association 
PMCF Pacific Media Communications Facility 
PPS Participating Police Force 
RAMSI Regional Assistance Mission to Solomon Islands 
RHC Rural Helth Clinic  
RHL Radio Happy Lagoon（ソロモン ラジオ放送の総称） 
RNZ Radio New Zealand 
ROC Republic of China（中華民国、台湾） 
RSM Radio Spectrum Management（電波管理局） 
Rx             Receiver（受信機） 
SDO Staff Development Officer 
SIBC Solomon Islands Broadcasting Corporation（ソロモン放送公社） 
SICHE Solomon Islands College of Higher Education 
SIEA Solomon Islands Electricity Authority（ソロモン電力会社） 
SIG Solomon Islands Government 
SIMS Solomon Islands Meteorological Service（ソロモン気象庁）  
SIMSP Solomon Islands Media Strengthening Program  
SMPP Short Message Poor-to-poor Protocol   
SMS Short Message Service（サービスメッセージ） 
SMSC Short Message Service Center（サービスメッセージセンター） 
SOE State Owned Enterprise 
SOLMAS Solomon Islands Media Assistance Scheme 
SP Service Provider 
SQL Structured Query Language 
STL Studio to Transmitter Link（スタジオ、送信所間中継装置） 
SW Short Wave（短波） 
TA Technical Assistance（技術支援） 
TBN Trinity Broadcasting Network 
TOR Terms of Reference 
Tx Transmitter（送信機） 
UN United Nations 
UNDP United Nations Development Program 
VSAT Very Small Aperture Terminals（小型通信衛星） 
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第１章 調査概要 

 

1.1 要請内容 

 ソロモン諸島は南太平洋のメラネシアにある島嶼群であり、6 つの大きな島（マライタ

島、ガダルカナル島、サンタイサベル島、マキラ島、チョイスル島、ニュージョージア諸

島）及び多数の小島から構成される島国である。同国の島々は一般に熱帯雨林に覆われた

低い島が多いが、火山列島でもあり、地震の発生頻度は高い。またサイクロンの脅威にさ

らされることも多く、常にさまざまな自然災害のリスク下にある。2007 年 4 月にはマグニ

チュード 8.1 の地震が発生、多数の住民が被災し、5 千人以上が家を失い、52 人の死者を

出している。 

 また同国は部族抗争により経済が疲弊し、2006 年の国民一人当たりの国民総所得(GNI)

は約 680 米ドルと、後発開発途上国 (LDC：Least Developed Countries)として位置づけら

れている。かかる状況下、ソロモン諸島政府は国家経済復興改革開発計画 2003-2006 

(National Economic Recovery, Reform and Development Plan：NERRDP)を発表した。NERRDP

は「生産部門の活性化と社会基盤の整備」「基本的な社会サービスの回復と社会開発の促進」

等を重要戦略分野として掲げている。NERRDP の達成に向けて、自然災害等の有事に対応す

べくソロモン諸島全土に対して迅速かつ正確な情報を伝達すること、またそのために同国

で唯一の全土向けラジオ放送サービスを提供しているソロモン諸島放送公社(Solomon 

Islands Broadcasting Corporation：SIBC)の効率性及び信頼性を高めることが重要課題の

1 つとなっている。 

 このような状況のもと、地震、津波、サイクロン等、自然災害にさらされることの多い

ソロモン諸島の緊急災害時の防災(災害対応力)強化と防災・災害情報の伝達能力強化を図

り、NERRDP 達成に寄与することを目的として、ソロモン諸島は我が国に対し、無償資金協

力による防災ラジオ放送網改善計画を要請した。 

 当初要請機材は以下のとおりである。 

(1) デジタル方式短波送信機材 ：１式 

(2) デジタル方式短波受信装置 ：10 式 

(3) 小電力 FM 送信機材  ：10 式 

(4) 太陽光発電電源供給装置 ：10 式 

(5) インマルサット電話通信装置 ：11 式 

(6) 災害情報モニター機材 ：10 式 

 

1.2 調査目的 

 本準備調査は、ソロモン諸島より要請のあった「防災ラジオ放送網改善計画」について、

現地調査及びソロモン諸島側との協議を通じて情報を入手・分析し、要請案件の必要性・

妥当性を確認するとともに、無償資金協力案件としての適否を検討し、基本設計レベルの

準備調査を実施する場合の調査対象、調査内容、調査規模、留意事項等を明確にすること

を目的とする。 
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1.3 調査団の構成 

第 1-3-1 表  調査団の構成 

No. 氏名 担当分野 所属 

1 奥田 久勝 総括 

独立行政法人 国際協力機構 

東南アジア第一・大洋州部 

大洋州課 兼 東南アジア第三課 

調査役 

2 大川 太郎 計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

経済基盤開発部 運輸交通・情報通

信グループ 運輸交通・情報通信第

一課 調査役 

3 平田 正幸 送信計画・運営体制 ㈱アイエスインターナショナル 

4 佐藤 健市 機材計画 ㈱アイエスインターナショナル 

 

1.4 調査日程 

 

調 査 内 容 

JICA 役務団員 月 日 

総 括 計画管理 送信計画・運営体制 機材計画 

調査実施

場所 

1 3 月 21 日 土   成田 21:30 →  

2 3 月 22 日 日 

  →ブリスベン 07:10 (JL761) 

ブ リ ス ベ ン 09:30 → ホ ニ ア ラ  13:30 

(IE701) 

ホニアラ

3 3 月 23 日 月 

  9:00-10:00  J ICA ソロモン支所打合せ 

10:30-12:30  SIBC と打合せ 

14:00-17:00  SIBC/RAMSI 打合せ 

ホニアラ

4 3 月 24 日 火   9:00-17:00  SIBC 打合せ、質問票回答の 

          確認と 調査日程確認打合せ 

     データの収集 

ホニアラ

5 3 月 25 日 水   9:00-10:00  テレコム訪問 電話網調査 

10:00-12:30  中波・短波送信所調査 

14:00-15:00 ソロモン電力会社訪問、電力 

      供給の現状調査 

15:00-16:00 ラジオ受信機販売状況調査 

16:00-17:00 テレコム回線借用料金調査 

ホニアラ
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調 査 内 容 

JICA 役務団員 月 日 

総 括 計画管理 送信計画・運営体制 機材計画 

調査実施

場所 

6 3 月 26 日 木   8:30-9:30   SIBC 訪問 データ・情報 

      収集、打合せ 

10:00-11:00  統計局訪問 人口統計調

査 

13:00-16:40  SIBC にてデータ・情報収

集 

ホニアラ

7 3 月 27 日 金 
  8:00-12:00  SIBC 訪問 打合せ 

13:00-17:00  SIBC にてデータ収集 

ホニアラ

8 3 月 28 日 土 
  9:00-11:00  SIBC FM 送信所訪問調査 

13:00-19:00  収集データ・情報の整理 

ホニアラ

9 3 月 29 日 日 
  9:00-19:00 収集データ・情報の整理 

           中間報告書作成 
ホニアラ

10 3 月 30 日 月 

 成田 21:30 → 9:00-12:00  SIBC にてプロジェクト内

容 

           再確認打合せ 

14:00-17:00  SIBC 打合せ 

ホニアラ

→ブリスベン 

7:10 (JL761) 

ブリスベン 

9:30 

→ホニアラ 

13:30 (IE701) 

09:00-11:00  国家災害管理事務局 

            (NDMO)訪問調査 

 

 

 

11 3 月 31 日 火  

 

14:00- 15:00  JICA ｿﾛﾓﾝ支所 打合せ 

16:00-17:30   日本大使館表敬 

ホニアラ

12 4 月 1 日 水  

 

 

移動 ホニアラ 09:50 →ギゾ 11:50 (IE352) 

14:00-17:00  SIBC ギゾ放送局調査 

19:00-21:00  放送受信調査 

ギソﾞ 

13 4 月 2 日 木  

 

 

 

 

 

9:30-10:00   ギゾ・テレコム支社訪問調査 

10:05-11:20  ギゾ・ウエスタン州政府役所訪問調査 

11:25-12:30  ギゾ病院訪問調査 

14:00-14:50  ギゾ・ソロモン電力会社支所訪問調査 

15:00-15:40  ギゾ・ウェスタン州警察本部訪問調査 

15:50-15:45  ウエスタン州災害管理事務局訪問調査  

ギゾ 

14 4 月 3 日 金  

 

9:00-12:00  アンケート調査準備 

13:00-17:00  アンケート調査 

ギゾ 

15 4 月 4 日 土 成田 21:30 → 移動 ギゾ 16:13 →ホニアラ 17:35 (IE309) ホニアラ
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調 査 内 容 

JICA 役務団員 月 日 

総 括 計画管理 送信計画・運営体制 機材計画 

調査実施

場所 

16 4 月 5 日 日 →ブリスベン 

7:10 (JL761) 

ブリスベン 9:30 

→ホニアラ 

13:30 (IE701) 

諸資料作成、資料整理 ホニアラ

17 4 月 6 日 月 

9:00-10:00  JICA ソロモン支所 打合せ 

10:00-12:00  SIBC 打合せ 

13:00-17:30  SIBC 打合せ、 

ホニアラ

18 4 月 7 日 火 8:45-12:45   団内打合せ、ミニッツ作成 

13:00-14:20  国家災害管理事務局訪問調査 

15:00-15:40  首相府訪問  

16:00-19:00  SIBC にて資料調査 

ホニアラ

19 4 月 8 日 水 8:30-10:00  団内ミニッツ作成打合せ 

10:00-12:00  SIBC とミニッツ確認打合せ 
ホニアラ

20 4 月 9 日 木 10:00-12:00  ミニッツ署名,   

日本大使館へ報告 

JICA ソロモン支所へ報告 

移動  ホニアラ 7:05→ アウキ 7:40  

      (IE0530) 

9:30-10:20  ソロモン電力会社訪問調

査 

10:30-11:20  テレコム支社訪問調査 

11:30-12:15  キルウフィ病院訪問調査 

13:00-18:00  アンケート調査 

アウキ 

21 4 月 10 日 金  

ホニアラ 11:30

→ ブリスベン 

13:45 (IE700) 

9:00-10:30  国家災害管理事務局 

          マライタ支所職員と 

          面会調査 

10:40-18:00  アンケート調査   

アウキ 

22 4 月 11 日 土  

 

ブリスベン 8:45 

→ 成田 17:05 

(JL762) 

移動  アウキ 8:30→ ホニアラ 9:25 

 (IE0531) 

13:30-18:00  データ整理 

ホニアラ

23 4 月 12 日 日   データ整理 ホニアラ

24 4 月 13 日 月   データ整理 ホニアラ

25 4 月 14 日 火   8:30-17:00 S IBC 訪問、データ収集 ホニアラ

26 4 月 15 日 水 

  8:30-15:00  SIBC 訪問、データ収集、 

      財務調査 

15:00-18:30 中間報告作成 

ホニアラ
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調 査 内 容 

JICA 役務団員 月 日 

総 括 計画管理 送信計画・運営体制 機材計画 

調査実施

場所 

27 4 月 16 日 木 

  9:00-10:30  電波管理局訪問 周波数割

当 

      調査 

11:00-12:00  データ整理 

12:30-14:00  SIBC 訪問、財務調査 

14:00-14:30  JICA ソロモン支所に報告 

15:00-15:30  日本大使館に報告 

16:30-17:00  SIBC 訪問、財務データ 

             収集 

ホニアラ

28 4 月 17 日 金   ホニアラ 11:30 → ブリスベン 13:45 

 (IE700) 

 

29 4 月 18 日 土   ブ リ ス ベ ン   8:45 →  成 田  17:05 

(JL762) 

 

 

1.5 主要面談者 

  Prime Minister Office （首相府） 
       Mr. Jermiah Manele Secretary to Prime Minister 
        
  National Government Office (Provincial Government of Gizo) 
       Mr. Jonathan Bana     Deputy Provincial Secretary(DPS),   
 
  NDMO (National Disaster Management Office：国家災害管理事務局) 
        Mr. Loti Yates  Director 
        Ms. Janet B Prakash Deputy Director 
        Mr. Eric Kikolo  Clark to Assembly (Congress), Gizo 
        Mr. Pearson Simi Provincial Disaster Coordinator, Auki  
 
  SIBC (Solomon Islands Broadcasting Corporation：ソロモン諸島放送公社) 

Mr. Cornelius Rathaqmana  General Manager 
Mr. Patrick Tibaua    Manager Technical 
Mr. Andrew Lano      Supervisor Technical 
Mr. M. Wate  Manager Finance 

       Mr. Adrian Gina       Station Manager Radio Happy Lagoon, Gizo 
       Ms. Cathy Lezutuni    Staff, Gizo 

Mr. Selwyn Sunga      Jaurnalist, Gizo 
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  RAMSI (Regional Assistance Mission to Solomon Islands) 
Ms. Anna McNicol Senior Development Program Specialist 

    Office of The Special Coordination, RAMSI 
Ms. Mary Harifi  Senior Program Officer, Government, Australia 

    Solomon Islands Media Assistance Scheme (SOLMAS) 
Ms. Wendy Elerett Partnership Coordinator SIBC, SOLMAS 
Ms. Corallie Ferguson SOLMAS Program Manager 

 
  Telecom (Solomon Telekom Company Limited：ソロモンテレコム会社) 
   ホニアラ本社 

Mr. John Salo  Assistant Manager Sales 
Mrs. Barbara Kiere Assistant Manager Rental Sales 
地方支社 

       Mr. Robertson Szetu    Manager Western Region Gizo 
      Mr. Stanley Maelasia Manager Malaita Region Auki 
 
  SIEA (Solomon Islands Electricity Authority：ソロモン諸島電力会社) 
   ホニアラ本社 

Mr. Martin B. Sam Manager Distribution Chief Engineer 
地方支社 

       Mr. Isaiah Pitakaha Gizo Branch station Manager  
       Mr. Gabriel Hikuhanimae Auki Branch station Officer 
 
  Hospital and Clinic  
       Mr. Alfred Vilaka       Hospital Secretary JICA Project Coordinator, Gizo 
       Mr. Mark Maeliau Director of Nursing, Kiluufi Hospital, Auki 
       Mr. Nelson Fifanty Assistant Director of Nursing, Kiluufi Hospital, Auki 
 
  Spectrum Management Division, Ministry of Communication and Aviation 
       Mr. Rex Manilofia Deputy Director 
 

  在ソロモン諸島日本大使館 

       岩撫 明  臨時代理大使 

       市岡 晃  専門調査員 
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  在ソロモン諸島 JICA 支所 

渡辺督郎  支所長 

西村善彦  企画調査員 

菱田 修  JOCV Program Coordinator 

Mr. James Teobasi  Chief Administration Officer 

 

1.6 調査結果概要 

1.6.1 先方との協議結果 

 準備調査団は、2009 年 3 月 22 日からソロモン諸島に滞在し、ソロモン諸島関係者との

協議、ソロモン諸島放送公社 (SIBC)の既設放送局（含送信所）及び将来の送信所候補地の

調査を行った。協議の結果は、調査団総括と首相府 Mr. Jermiah Manele (Secretary to Prime 

Minister)の間でミニッツとして確認し、2009 年 4 月 9 日に署名を行った（附属資料―１

参照）。 

準備調査団とソロモン諸島側との協議の結果、1.1 項に記述した当初要請内容は以下のよ

うに変更になった。主な変更理由は、地方では従来の AM 方式短波受信機による視聴者のた

めの放送サービス継続が必要なこと、電力供給問題があり地方における中波放送サービス

が困難な状況にあるため中波放送の補完としての FM 放送が有効であること、FM 放送設備

はテレコム電話中継所に併設が予定されるため太陽光発電電源供給装置が必要でないこと、

災害時に災害現場に近い場所から放送するためにラジオ放送中継車が必要であること、が

ソロモン諸島側から強く要望されたためである。（要請書記載の当初要請機材と協議結果に

基づく要請機材の詳細比較は 2.2.1 項、第 2-2-1 表を参照。） 

 ミニッツの主たる記載事項は以下のとおりである。 

 

Ⅰ. 協議結果に基づく要請機材 

（１）ソロモン諸島側の要求機材は次のとおりである。 

１) SIBC ホニアラ短波送信所機材    １式  

・10kW DRM 方式短波送信機（昼夜周波数切替方式） １式 

・10kW AM 方式短波送信機（昼夜周波数切替方式）  １式 

・上記送信機の周辺機材     １式 

・短波アンテナシステム     １式 

２) DRM 短波受信機（受信アンテナ及びディスプレイを含む） 

３) SW/FM 中継放送設備（ホニアラ及び州都用 8 局分） 

8局はホニアラ (ガダルカナル州)、ギゾ(ウェスタン州)、タロ (チョイセル州)、 

ブアラ(イサベル州)、キラキラ(マキラ州)、アウキ(マライタ州)、チンゴア(リ 

ンネル/ベロナ州)、ラタ(テモツ州)である。 

４) ラジオ放送中継車 

（２）上記機材の据付工事 

（３）機材の運用と保守のための教育訓練 
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Ⅱ. ソロモン諸島側は、ソロモン諸島側によって要請された上記のプロジェクトコンポー

ネントについて以下のように説明した。 

（１）既設短波(AM)と中波(AM)の放送サービス網は、送信設備の故障により十分なカバレ 

ージが確保されていない。ラタの中波送信設備の機能は正常であるが、商用電力供

給量が需要量に対して不足しているので、電圧変動が激しく、この電力状況の下で

中波放送設備を稼働させることは極めて危険であるため、やむなく放送中止状態に

ある。 

（２）DRM 技術の採用理由 

DRM 方式の短波の導入によって、国家災害管理事務局 (NDMO)の防災情報、緊急情報

発信能力の強化、NDMO の災害管理システムの充実を促す。そのサービスは NDMO 本

部から緊急情報を直接地方の主たる病院、警察署、放送局等、それぞれの出先機関

に直接短時間に発信できる。また DRM 方式の短波放送は、災害時に音声と文字情報

の両方を発信できる。地方公共機関は NDMO 本部からの文字情報を受信することが出

来る。 

（３）特に地方では、現状の AM 方式短波を通して緊急情報を受け取る人々がいるので、従 

来の AM 方式短波ラジオ放送サービスを受信する人々に不利益にならないようにす

る必要がある。従来の AM 方式短波から DRM 方式短波への十分な移行期間を確保する

ために、DRM 方式短波放送と従来の AM 方式短波の同時放送をする。 

 

Ⅲ. 本プロジェクトに関しては他ドナーやソロモン諸島側による重複はないことをソロモ

ン諸島側は説明した。 

 

Ⅳ. JICA は要請の妥当性を判定し、日本政府にこの調査結果を報告する。 

 

Ⅴ. ソロモン諸島側は、上記それぞれの項目の必要性と妥当性を考慮の上で、上記項目の

計画の意思決定がなされ、次の準備調査の時期が決定されることを理解した。 

 

Ⅵ. 日本側の無償資金協力の仕組みについてソロモン諸島側は理解した。 

 

Ⅶ. 調査日程 

 １．今回のソロモン諸島での調査は 2009 年 4 月 17 日までである。 

 ２．調査チームは 2009 年 5 月まで日本において作業を継続する。このプロジェクトが今

回の準備調査の結果、その実施が必要かつ妥当であると判断された場合、JICA は再度

準備調査団（基本設計レベル）を派遣する。 

 

Ⅷ. その他の関連事項 

 １．ソロモン諸島側は AM 方式短波と DRM 方式短波の両方の短波放送サービスを並行的に

開始する場合を想定し、ITU から新しい周波数を使用するための承認を得ること。ソ

ロモン諸島側は新周波数の取得の予定期日に関して、ITU 及びオーストラリアやニュ

ージランドの関連組織に確認後、2009 年 4 月 15 日までに JICA ソロモン支所に正式レ
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ターを提出すること。 

 ２．ソロモン諸島側は FM 送信設備をテレコムの中継所に設置することの可能性の是非に

ついてテレコムに確認すること。その確認後、ソロモン諸島側は 2009 年 4 月 30 日ま

でに公式文書で JICA ソロモン支所に提出すること。 

 ３．ソロモン諸島側はプロジェクトのための十分な土地を確保すること。 

 ４．ソロモン諸島側はラジオ放送網の運用と保守のために必要な予算と人員を確保する

こと。 

 ５．ソロモン諸島側は調査団がソロモン諸島で調査する期間中、必要な人数のカウンタ

ーパート要員を確保すること。 

 ６．必要時においては、ソロモン諸島側はプロジェクトに従事している全ての日本人関

係者の安全を確保すること。 

 

1.6.2 現地調査結果概要 

（１）プロジェクトの背景と目的 

 ソロモン諸島は火山列島であり、地震、津波等の自然災害が多い。2007 年 4 月 2 日には

マグニチュード 8.1 の地震が発生し、津波の来襲により多くの住民が被災した。特に被害

が大きかったのはウェスタン州（ギゾ島、ヴェララヴェラ島、ラノンガ島、コロンバンガ

ラ島、シンボ島）、チョイセル州など、首都ホニアラから遠く離れた地域であった。ソロ

モン諸島は通信インフラの整備が遅れており、災害情報伝達等はラジオ放送に頼っている。

ギゾの中波ラジオ送信所は既述の地震の被害で機能停止状態にある。また首都ホニアラの

短波送信機も補修部品の入手困難のために夜間用短波送信機(5020kHz)は 2008 年 9 月以来

機能停止状態にある。ソロモン諸島の短波放送は全国向け情報伝達の重要な役割を担って

いることから、短波放送の機能回復は緊急の課題である。現在、ソロモン諸島では、住民

への自然災害関連情報の提供についてはラジオ放送以外には有効な手段がない。 

 

（２）ラジオ放送設備の現状 

 ソロモン諸島放送公社(SIBC)の本部は首都ホニアラにある。首都の他に 2 カ所(ギゾ及び

ラタ)に支局がある。本部及び支局のラジオ放送設備は以下の表のとおりである。 

 

第 1-6-1 表 スタジオ施設 

スタジオの場所 制作スタジオ 送出スタジオ 備 考 

ホニアラ 2 室 2 室 制作スタジオ 1 室は設備機器なし

ギゾ 1 室 1 室  

ラタ 1 室 1 室  
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第 1-6-2 表 ホニアラ送信所の送信設備 

送信所の場所 種別 出力 周波数 備 考 

中波 10kW 1035kHz 稼働中（但し 8kW に減力運転） 

中波 10kW 1035kHz 老朽化のため運用不能(*) 

中波 10kW 1035kHz 老朽化のため運用不能(*) 

短波 10kW 5020kHz 故障、運用停止中 

短波 10kW 9545kHz 稼働中（但し 2kW に減力運転） 

短波 5kW 5020/9545kHz 老朽化のため運用不能(*) 

F M 1000W 96.3MHz 稼働中 

F M  500W 105.9MHz 稼働中（ABC の委託放送） 

 

 

 

 

 

 

 

 

F M 500W 107.0MHz 稼働中（BBC の委託放送） 

中波 10kW 945kHz 2007 年 4 月 2 日の地震で故障 ギゾ 

F M 500W 96.3MHz ホニアラの予備機を移設 

ラタ 中波 10kW 1386kHz 商用電源不安定のため運用中止中

 注：備考記述の「老朽化のため運用不能(*)」な設備は、廃棄処分にすべきものであるが、

この中から部品を回収して現用設備の補修部品とするために送信所内に保存されてい

る。 

 

第 1-6-3 表 ラジオ番組伝送設備（STL） 

設置場所 種別 出力 周波数 備 考 

STL 10W 450.087MHz ABC 番組中継伝送用 

STL 20W 171MHz 中波・短波番組伝送用 

STL 6.3W 174MHz FM ステレオ番組伝送用 

(SIBC-FM) 

ホニアラ本部 

STL 10W 2.5GHz FM ステレオ番組伝送用 

故障、修理不能で機能停止(*) 

注 1：備考中の「故障、修理不能で機能停止(*)」ラジオ番組伝送機材は廃棄処分にすべ

きものであるが、この中から部品を回収して現用設備の補修部品とするために保存

されている。 

注 2：BBC 委託中継番組は SIBC 主調整室(MCR)からテレコムの電話回線(4.8kHzx2)で FM

送信所まで伝送している。 

 

第 1-6-4 表 ラジオ送信アンテナ設備 

設置場所 種別 形 式 鉄塔の高さ 備 考 

中波 楕円指向型 約 100m 2 本マスト 

短波 T 型ｴﾚﾒﾝﾄ 4 面 約 30m、4 基 5020kHz 用 

短波 T 型ｴﾚﾒﾝﾄ 2 面 約 30m、2 基 9545kHz 用 

ホニアラ 

 

F M 無指向型 約 30m SIBC裏の丘の上（警察無線局）
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設置場所 種別 形 式 鉄塔の高さ 備 考 

中波 無指向型 約 100m  ギゾ 

F M 無指向型 約 30m テレコムの鉄塔使用 

ラタ 中波 無指向型 約 100m  

注：ギゾの中波アンテナは、2007 年 4 月の地震と津波の影響でアンテナマストを支える

支線の 1 本が切れてアンテナマスト先端が傾いている。また地震と津波の影響で水位

が高くなりアンテナマストの基部絶縁碍子が泥に埋まる状態にあり、中波送信アンテ

ナとして機能復帰は不可能な状態である。 

 

第 1-6-5 表 電源設備 

放送局の場所 商用受電容量 予備発電機 電圧、単/3 相 備考 

ホニアラ本部 100 KVA 175 KVA 420/240V 3 相  

ホニアラ送信所  200 KVA 175 KVA 420/240V 3 相  

ギゾスタジオ (*) ― 420/240V 3 相  

ギゾ送信所(MW) (*) ― 420/240V 3 相 ノロに移転予定 

ギゾ送信所(FM) (*) ― 420/240V 3 相 テレコム中継所に併設 

ラタスタジオ (*) ― 420/240V 3 相  

ラタ 送信所 (*) ― 420/240V 3 相  

注：「商用受電容量(*)」について調査したが記録を見つけることが出来なかった。 

 

（２）放送サービスの現状 

 放送サービス時間は以下の第 1-6-6 表に示すとおりである。 

 

第 1-6-6 表 ラジオ番組放送時間一覧表 

放送局の場所 種別 
運用 

時間/日 

全国 

ｻｰﾋﾞｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｻｰﾋﾞｽ 
備 考 

中波 24 時間 6:00–23:00  23:00-6:00(BBC 放送中継) 

短波 24 時間 6:00–23:00  23:00-6:00(BBC 放送中継) 

ホニアラ 

 

F M 24 時間 6:00-6:00  23:00-6:00 (音楽自動送出)

中波 ― ―  中波放送設備なし ギゾ 

F M 14 時間 ― 9:00-23:00  

ラタ 中波  ―  中波放送中止中 

 

（３）放送サービスカバレージの現状 

 中波・短波送信設備がすべて正常に機能している場合のカバレージは第 1-6-7(1)に示す

とおりである。2009 年 4 月現在、ギゾとラタ支局の中波放送サービスの中止及び夜間用短

波送信機の故障のため、夜間の短波放送サービスが不能となっている。従って 2009 年 4

月現在の放送サービスカバレージは第 1-6-7(2)表に示すとおりである。 
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第 1-6-7(1)表 放送サービスカバレージ 

カバレージ 中波放送 短波放送 FM 放送 備考 

国土カバレージ 98% 100% 2.0%  

人口カバレージ 95% 100% 14%  

出典：SIBC 提供   附属資料―２ カバレージ地図参照 

 

第 1-6-7(2)表 2009 年 4 月現在の放送サービスカバレージ 

カバレージ 中波放送 短波放送 FM 放送 備考 

国土カバレージ 30% 70% 2.0%  

人口カバレージ 36% 70% 14%  

注 1:2009 年 4 月現在の放送サービスカバレージは、地図上の面積及び SIBC 調査による推

定人口データをもとに調査団が試算した。 

注 2：夜間サービス用短波 (5020kHz)の送信機が故障のため、昼間用短波送信機による 24  

時間短波放送サービスを実施しているが、夜間のカバレージは減少している。 

また、昼間用短波 (9545kHz)も機能劣化のため定格出力 10kW が 2kW に低下して減力運

転中のためカバレージが減少している。 

附属資料―３ 現在の放送カバレージ地図参照 

 

（４）ラジオ放送番組の現状 

 カテゴリー別週間ラジオ放送時間は第 1-6-8 表に示すとおりである。 

 

第 1-6-8 表 ラジオ放送番組週間放送時間 

放送時間 備 考 
項 目 

中波 短波 FM インターネット 

ニュース 26 時間 20 分 26 時間 20 分 3 時間 15 分 ニュースを適宜送出 

時事問題情報番組  13 時間 13 時間 2 時間 20 分  

個人情報（伝言） 3 時間 20 分 3 時間 20 分 2 時間 20 分  

防災番組 1 時間 15 分  1 時間 15 分 ―  

教育番組 2 時間 15 分 2 時間 15 分 2 時間 20 分  

文化・教養番組       50 分       50 分 ―  

娯楽番組 14 時間 14 時間 26 時間 30 分  

宗教番組 10 時間 10 時間        55 分  

スポーツ 2 時間 30 分 2 時間 30 分 1 時間 00 分  

音楽 22 時間 40 分 22 時間 40 分 65 時間 55 分  

コマーシャル 12 時間 30 分 12 時間 30 分 6 時間 30 分   

健康番組等 2 時間 30 分 2 時間 30 分 2 時間 15 分  

その他 5 時間 55 分 5 時間 55 分 6 時間 35 分  

SIBC 番組合計 119 時間 05 分 119 時間 05 分 119 時間 00 分  

BBC 番組中継 48 時間 55 分 48 時間 55 分 －  
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Prime Ministers Office

General Manager 

Board of Directors 

Sales & 

Marketing 

(5 staff) 

News and 

Current Affairs 

(8 staff) 

Program 

Production and 

Presentation 

Finance and 

Administration 

(16 staff) 

Engineering 

(7 staff) 
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2007 2008
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$2,958,544.32 $1,305,762.14 $3,565,721.47 $3,613,332.24 $2,860,840.04 $5,539,418.00

$3,630,755.66 $1,437,351.84 $3,339,095.92 $4,259,707.80 $3,166,727.81 $5,539,418.00

$436,113.52 $109,028.38

$3,630,755.66 $1,437,351.84 $3,339,095.92 $4,695,821.32 $3,275,756.19 $5,539,418.00

-$672,211.34 -$131,589.70 $226,625.55 -$1,082,489.08 -$414,916.14 $0.00

-$672,211.34 -$131,589.70 $226,625.55 -$646,375.56 -$305,887.76 $0.00

$1,234,294.77 $206,000.00 $245,000.00 $5,000.00 $422,573.69 $500,000.00

$0.00 $0.00 $87.00 $0.00 $21.75 $0.00

$1,234,294.77 $206,000.00 $244,913.00 $5,000.00 $422,551.94 $500,000.00

$562,083.43 $74,410.30 $471,538.55 -$1,077,489.08 $7,635.80 $500,000.00

$562,083.43 $74,410.30 $471,538.55 -$1,513,602.60 -$101,392.58 $500,000.00

$25,225.64

$400,000.00 $206,000.00 $151,500.00 $500,000.00

SIBC $245,000.00 $5,000.00

$801,101.05

$7,968.08

$1,234,294.77 $206,000.00 $245,000.00 $5,000.00 $151,500.00 $500,000.00

$42,200.29

$34,596.33

$47,358.00

$52,577.04

$4,893.40

$149,949.31

$61,515.85

$43,023.30

$436,113.52

Eng - Mechanic Labour Costs

Eng - IT Equipment & Spares

Eng - Transmitter Spares

Eng - S/ Generators Fue & Oil

Eng - S/Gener.Parts & Repairs

Eng - Travel  Engineering

Eng - Repair & Maintenance

Eng - Mast Maintenance
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NDMO

Honiara 

SIBC

( / )

SIBC

( )
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24 ) FM

(10 )
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A SW Transmitting Station for 

SIBC’s Honiara HQ 

SW Transmitting Station for SIBC’s 

Honiara HQ

 1 50kW SW Transmitter 

(Main/Standby) 

Less than 10kW SW Transmitter  

  (1) 50kW SW Transmitter 2  10kW SW Transmitter 1 

  10kW DRM Transmitter 1 

  (2) Antenna change equipment 1 Antenna change equipment 1 

  (3) Dummy load 1 Dummy load 1 

  (4) PDB 1 PDB 1 

  (5) Isolation transformer 1 Isolation transformer 1 
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要請書で要請された機材  協議結果に基づいて要請された機材  

  項目  数量 項目  数量  
備考  

  (6) AVR 1 AVR 1  

  2 Peripheral equipment  Peripheral equipment   

  (1) DRM modulator 2 DRM modulator 1  

  (2) Limiter/compressor 2 Limiter/compressor 1  

  (3) Program input equipment 1 Program input equipment 1  

  (4) Control code encoder 1 Control code encoder 1  

  (5) Control panel 1 Control panel 1  

  (6) On-air monitor receiver and 
antenna 

1 On-air monitor receiver and 
antenna 

1  

  (7) Measuring equipment 1 ―    

  (8) Rack 1 Rack 1  

 3 SW antenna system 1 SW antenna system 1  

 4 ―   Spare parts and units 1  

B 

 SW/FM Relay Station for 
Honiara, Provincial Capital 
and All Island in Western 
Province 

 
SW/FM Relay Station for Honiara, 
Provincial Capital 

  

  (1) SW DRM radio and antenna 10 SW DRM radio and antenna 6  

  (2) Control code decoder 10 Control code decoder 6  

  (3) FM transmitter 10 FM transmitter 8 
ホニアラとギ

ゾの予備送信

機を含む  
  (4) FM transmitting antenna 10 FM transmitting antenna 6  

  (5) Antenna mast 10 ―   

  (6) Control panel 10 ―   

  (7) Solar battery system 10 ―   

  (8) Rack 10 Rack 6  

  (9) DRM receiver with monitor 
for text information 

10 ―   

 (10) Satellite telephone system 10 ―   

C  Installation and training fee 1 Installation and training fee 1   

D  Supervisory fee 1 Supervisory fee 1   

E  ―   VHF STL 2  

F  ―  Measuring equipment 1  

G  ―  Radio OB Van 1  

出典：要請書及びミニッツ協議結果から調査団により作成  
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2.2.2 上位計画の概要 

 本件プロジェクトの要請に述べられている様に、ソロモン諸島政府は国家経済復興改革

開発計画 2003-2006 (National Economic Recovery, Reform and Development Plan：NERRDP)

を発表した。NERRDP は下記の 6 項目を重要戦略分野として掲げている。 

 

・和解と復興（Reconciliation and Rehabilitation） 

・国家安全と外交関係（National Security and Foreign Relation） 

・インフラ開発（Infrastructure Development 

・社会サービス（Social Service Sector） 

・経済・生産セクター（Economic and Productive Sector） 

・公民権の保護（Civic Affairs） 

 

この NERRDP 終了により、次なる国家開発計画の中期開発戦略 (Medium Term Development 

Strategy 2008 to 2010 : MTDS)を発表している。この中期開発戦略は前期の NERRDP の更

なる発展を目指して重要戦略として以下の分野を掲げている。 

 
・法と秩序の改善（Improvement of Low and Order） 

・地方重視戦略による国民のエンパワメント 

（Empowerment of the people through rural Advancement strategies) 

・経済の再活性化（Revitalize the Economy） 

・ミレニアム開発ゴールの追及（Pursuit of the Millennium Goals） 

・効果的社会サービスの提供（Provide effective service delivery） 

・権力と意思決定の権限委譲（Improve devolution of powers and decision-making 

 

NERRDP に続く MTDS の達成に向けて、効果的な社会サービスの一環として、自然災害等の

有事に対応すべくソロモン諸島全土に対して迅速かつ正確な情報を伝達することが SIBC

の使命となっている。またそのために同国の唯一の全土向けラジオ放送サービスを提供し

ている SIBC の効率性及び信頼性を高めることが重要課題の一つとなっている。 

 

2.2.3 実施機関の概要 

 SIBC の歴史は第 2 次世界大戦後にはじまる。ソロモン諸島で公式にラジオ放送が始まっ

たのは 1956 年である。最初のラジオ放送は AWA 製の 2kW 短波送信設備によって放送サー

ビスが開始された。その後、ソロモン諸島の放送は英国植民政府の支援で 1976 年に SIBC

の法人格の組織となった。 

 SIBC は 1978 年 7 月のソロモン諸島独立に伴い、オーストラリア政府援助による本部ス

タジオの整備、地方支局（ギゾ及びラタ）の開設等によりラジオ放送サービスの拡充が図

られてきた。ソロモン諸島は通信インフラが未整備であるため、ラジオ放送は公共放送機

関として、ソロモン諸島唯一の国民の情報源であり、また、通信手段の一翼を担って全国

民に対して貢献してきている。自然災害の多いソロモン諸島では、特に災害情報の伝達の

有効手段として、ラジオ放送の果たす役割は大きい。 
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 SIBC の運営は、独立採算制を基本として、広告放送料、番組スポンサー料、伝言放送料

等からの収入を財源としている。SIBC はまた放送法による政府助成金も受けている。 

 SIBC は 2009 年 4 月現在、首相府の監督下で組織されている（組織図は第 1-6-1 図参照）。 

 放送機材の技術サービス（運用・保守業務）はホニアラに一元化されている。従って、

地方放送局に技術者はいない。地方放送局の技術サービスはホニアラ本部から定期的に派

遣される。地方放送局の定期保守は 3 ヵ月毎に訪問して実施している。定期保守以外に必

要に応じて緊急出向も直ちに対応するよう予算措置が行われている。 

 SIBC の主要業務である番組制作部門は総勢 21 名で図に示す組織で実施されている。 

 

 

第 2-2-1 図 番組制作部門の組織図（出典：SIBC 提供、2009 年 4 月現在） 

 

全国向け放送サービス番組はすべてホニアラの SIBC 本部の全国放送番組スタジオで製作

している。地方局は自己のスケジュールで自局のローカル番組を制作している。全国ニュ

ースなど主要番組はホニアラの短波放送を受信してそれを中継放送している。短波中継状

態が悪い時は SIBC 本部のニュース部門からインターネットを通じて送られてくるニュー

スを地方局で受信し地方局のアナウンサーがそれを読み上げる方法で全国ニュースの放送

サービスを実施している。 

 

2.2.4 他ドナーの援助動向 

1976 年  オーストラリア政府の援助によって現在のスタジオ建物が建設された。 

1982 年 オーストラリア政府の援助によって 2 ヵ所の地方放送局（ギゾ及びラタ）が建設

された。 

1990 年末 主番組制作スタジオの録音機材が日本政府援助によって更新された。それに伴

い JICA 青年海外協力隊員による技術協力が２年間継続された。 

1999 年 中国（台湾）政府によって現用の 3 台の中波送信機と２台の短波送信機、FM 送信

所設備１式、番組制作をアナログからデジタルに移行するためのスタジオのデジ

タル機材調達資金が援助された。 
2002 年 UNESCO によって SIBC の音楽番組と放送資料ライブラリーのデジタル化のための

デジタル機材が提供された。 

2006 年 オーストラリア政府の援助によって本部の IT ネットワーク（番組録音、編集、送

出サーバーシステムとインターネット局内 LAN システム）が構築された。 

Manager Program 

and Presentation 

Music Program Programming 

Archive Education FM Music 

schedulin

Information Entertainment AM 
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2009 年 ソロモン諸島地域支援ミッション（Regional Assistance Mission for Solomon 

Islands : RAMSI）の支援によるギゾ中波送信設備の復旧プロジェクト計画が予定

されている（時期は未定）。また、要員の教育訓練、法規の見直し、経営の効率化

等の技術協力が計画されており、ソロモン諸島メディア支援計画のための戦略的枠

組み (Strategic Framework for the Solomon Islands Media Assistance 

Scheme :SOLMAS)のメンバーが SIBC に出向し、その計画の実行方法を検討中である。

（附属資料―6 参照）。 

 

 RAMSI によって予定されているギゾ中波送信設備の復旧プロジェクト計画はオース

トラリア政府援助による実施が計画されており、その主たる計画内容は以下のとおり

であるとのこと。（2009 年 3 月 23 日 SOLMAS 担当 Program Manager, Ms. Corallie 

Ferguson の発言）。 

 ・送信所建物 

 ・10kW 中波送信機及び附属設備 

 ・中波送信アンテナ 

・スタジオから送信所への番組伝送設備（STL） 

 

しかしながら、地方の電力事情に対する対応が検討されておらず、計画の実現に疑問が残

る。 

 

2.3 サイトの状況と問題点 

2.3.1 放送設備の現状 

（１）送信所の現状 

・ホニアラ送信所 

 SIBC 本部のホニアラ中波・短波送信所はホニアラ国際空港の近くに位置し、約 29ha

の広大な土地を有している。また、既設送信設備が設置されている建物の広さも、新 DRM

短波送信設備を設置する場合に対して、十分余裕がある。 

FM 送信所は本部スタジオの南の丘の上の警察無線中継所に併設されている。 

放送番組は本部スタジオから STL を通して第 2-3-1 図のように伝送されている。 

STL、中波・短波、FM の現用設備は第 2-3-1 表のとおりである。 

（表中の現在の評価欄は SIBC による 2009 年 3 月現在の評価である） 

 
第 2-3-1 図 スタジオから送信所への番組伝送図 

SIBC 本部 
スタジオ 

中波・短波送信所 

FM  
送信所 
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第 2-3-1 表 番組伝送設備機材 

用途  機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国)

製造
会社

製造年
現在の  
評価  備考  

VHF 
回線 

174 MHz 
(10W) 

PTRL LCD 
(イタリア)

RVR 2005 ○ SIBC FM 番組
伝送 

UHF 
回線 

450.0875MHz 
(10W) 

型名不明
(米国) 

M/A 不明  ○ ABC FM 番組
伝送 

FM 送信所への
番組伝送用 

電話

回線 
－ － － － ○ BBC FM 番組

伝送 

ヘンダーソン

中波・短波送

信所への番組

伝送用 

VHF 

回線 
171MHz 

PTRL LCD 
(イタリア)

RVR 不明  ○ 

SIBC 中波・

短波番組 

伝送  

注：中波と短波は同一番組の放送であるからスタジオから送信所への伝送回線は供用 
注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

 
第 2-3-2 表 中波・短波送信所機材 

機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国) 

製造  
会社  製造年

現在
の 

評価  
備考  

短波送信機 
5020 kHz 
(10kw) 

OMNI-10K SW

(米国) 
OMNITRONIX 

Inc 
2000 × 夜間放送用  

短波送信機 
9545kHz 
(10kw) 

SW 12E/2F 
(コスタリカ) 

ELECTRONIC 

Corporation 
2000 △ 昼間放送用  

中波送信機 
1035kHz 
(10kw) 

XL12 
(カナダ) 

Nautel 
1998 ○  

予備発電機 170KVA (英国) Willson 1994 △  

屋外変圧器 
100kVA 50Hz 

11kV/410V 
不明 不明 不明 ○ 3 相、デルタ・

スター構成  

5020kHz 用 

短 波 送 信 ア ン

テナ 

5020 kHz 
10kw 

ア ン テ ナ (ニ

ュージランド)

鉄塔 (オ ー ス

トラリア) 

不明 2000 
鉄塔：25 

年以上 

経過 

○ 無指向性  

9545kHz 用 

短 波 送 信 ア ン

テナ 

9545 kHz 
(10kw) 

ア ン テ ナ (ニ

ュージランド)

鉄塔(オースト

ラリア) 

不明 2000 
鉄塔：25 

年以上 

経過 

○ 無指向性  
 

中波用 
送信アンテナ 

1035kHz 
(10kw) 

(オーストラリ

ア) 
不明 25 年以

上経過 
○ 指向性  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
 

第 2-3-3 表 FM 送信所設備機材 

機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国) 

製造  
会社  製造年

現在
の 

評価  
備考  

FM 送信機 
96.3MHz 
(1kw) 

KF 1000 
(イタリア)

DB 1999 ○ SIBC 用 

FM 送信機  105.9MHz 
(500w) 

PJ500M-C 
(イタリア)

RVR 
 

2004 ○ 
ABC オ ー ス ト
ラリア用 

FM 送信機  107MHz 
(500w) 

KF500 
(イタリア)

DB 2004 ○ BBC 英国用 

予備発電機  17.5kVA (英国) Willson 1999 ○  
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機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国) 

製造  
会社  製造年

現在
の 

評価  
備考  

FM アンテナ 

96.3MHz 
(1kw) 
105.9MHz 
(500w) 

リング 

アンテナ 

4 段スタック 
(中国) 

STD 1999 ○ 
無指向性 
SIBC と ABC 
供用 

FM アンテナ 

107MHz 
(500w) 

リング 

アンテナ 

4 段スタック 
(中国) 

STD 2004 ○ BBC 用単独 

アンテナ鉄塔  不明 不明 1998 ○ 
警察無線局ア
ンテナ鉄塔 

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
 

・ギゾ地方放送局 

ギゾ放送局はホニアラから西に小型飛行機で約 2 時間のギゾ島に設置されている。 
放送番組はギゾ放送局のスタジオから電話ケーブルを通して隣接するテレコムを経由

して送信所に送られる。 

 

第 2-3-2 図 ホニアラからの番組中継放送経路図 

 
・SIBC ギゾ中波送信所 
ギゾ中波送信設備は 2007 年 4 月の地震、津波により破損、2009 年 4 月現在、機能停止

しており、放送サービス不能である。 

送信設備の現状：送信機本体のモジュールは他の機器の補修部品として転用するため取

り外して、SIBC スタジオに保管されている。   
アンテナ設備の現状：高さ約 100m のアンテナを支える８段の支線の一番上の  1 本が地

震により切断してアンテナ鉄塔の先端が傾いている。また、地面の水

位上昇のためアンテナ基部の絶縁碍子が汚染され機能回復不能にな

っている。 
 

第 2-3-4 表 ギゾ FM 送信所設備機材 

機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国) 

製造  
会社  製造年

現在の  
評価  備考  

FM 送信機 96.3MHz 
KE20, KF500 

(イタリア) 

DB 

Eletronica 
1999 ○ 

 

出力増幅器 
96.3MHz 
(500w) 

KF500 
(イタリア) 

DB 
Eletronica 

1999 ○  

DRM 受信機 
SIBC 

スタジオ テレコム  

中波送信所 

FM 送信所 
(テレコム電話

中継所) 
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機材  周波数  
(出力) 

型名  
(製造国) 

製造  
会社  製造年

現在の  
評価  備考  

FM アンテナ  96.3MHz 

(500w) 

リングアンテナ 

4 段スタック 

(中国) 
STD 1999 ○ 

2007 年にホニ

アラから移設 

鉄塔   30m 不明  不明  ○ テレコム施設

予備発電機  10KVA 不明 不明  不明  ○ テレコム設備

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

 
 送信所施設・機材の現状は上記のとおりである。これらの設備・機材のほとんどが 1999

年の中国（台湾）の資金援助で整備されたものである。 

大きな問題点として次の 2 点が挙げられる。 

 

１）補修部品の入手が困難 

 一般的には機材整備に伴って重要な補修部品や予備モジュールは機材調達と同時に調達

するものであるが、SIBC は補修部品を全然保有していない。機材の故障発生の都度必要部

品を発注しているが、補修部品の供給が保障されておらず入手が困難な状況にある。 

 

ソロモン諸島国内では送信設備機材の補修部品の調達はできない。従って近隣先進国のオ

ーストラリアやニュージランドの会社を通して製造元に発注することになる。同じ短波送

信機でも上記のように米国製とコスタリカ製の異なる製造元から調達しているため補修部

品の共通性という点でも運用・保守を困難にしている。 

 廉価の設備機材を製造販売している会社は長期に亘る補修部品の供給を保証していない

場合がある。 

 

２）測定器がない 

 放送設備機材も定期的な点検検査、再調整によって寿命を長らえることが出来るもので

ある。しかし SIBC の場合は現在設備機材の点検検査を行うための測定機材が皆無である。 

 

（２）スタジオの現状 

第 2-3-5 表 SIBC のスタジオ施設 

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

広さ(m2 ) 
名称  設置場所  数量  

スタジオ 副調整室 機械室
建設年

現状の  
評価  

備考  

スタジオ A ホニアラ  1  14 10.5  1976 ○  
スタジオ B ホニアラ 1 14 10.5  1976 ○  
スタジオ C ホニアラ 1 14 10.5  1976 ○  
制作スタジオ  ホニアラ 1  66 14  1976 ○  
 主調整室      26.52 1976 ○  
地方スタジオ  ギゾ  1 14 10.5  1982 ○  
地方スタジオ  ラタ  1 14 10.5  1982 ○  
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第 2-3-6 表 ホニアラ スタジオ A 

機材  数量  型名 l 製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

音声ミキサー  1 M100 英国 
Sound 

craft 
2000 ○  

録音機  2 AV Adobe 
オースト

ラリア 
不明 2000 ○  

音声モニター  2 BERINGER 中国 不明 2000 ○  

マイクロフォン  2 AKG 
オースト

ラリア 
不明 2000 ○  

番組管理用ワー

クステーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

LAN 用ワークス

テーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
 

第 2-3-7 表 ホニアラ スタジオ B 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

音声ミキサー  
1 M100 

英国 
Sound 

craft 
2000 ○  

録音機  
2 AV Adobe オースト

ラリア 
不明 2000 ○  

音声モニター  2 BERINGER 中国 不明 2000 ○  

マイクロフォン  2 
AKG オースト

ラリア 
不明 2000 ○  

番組管理用ワー

クステーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

LAN 用ワークス

テーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
 

第 2-3-8 表 ホニアラ スタジオ C 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

音声ミキサー  1 M100 英国 
Sound 

craft 
2000 ○  

録音機  2 AV Adobe 
オースト

ラリア 
不明 2000 ○  
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機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

音声モニター  2 BERINGER 中国 不明 2000 ○  

マイクロフォン  2 AKG 
オースト

ラリア 
不明 2000 ○  

番組管理用ワー

クステーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

LAN 用ワークス

テーション  
1 不明 不明 不明 2006 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
  
 ・ホニアラ 制作スタジオ 
  機材なし 会議室として使用 
 

第 2-3-9 表 主調整室 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

FM モニター 

受信機  
1 RHR-01 不明 Elax Audio 2000 ○  

短波モニター  
受信機  

1 R-5000 日本 Kenwood 2000 ○  

中波モニター  
受信機  

1 DX-394 不明 不明 2000 ○  

全波モニター  
受信機  

2 112M アメリカ

General 

Electroni

c 

Developme

nt 

2000 ○  

VHF トランシー

バー  
1 IC-125 日本 ICOM 2000 ○  

衛星受信復調器  2 IRD-2900 不明 
Scopus 

Video 
2000 ○ 

ABC/ 

BBC 用 

シンセサイザー  
チューナー  

1 RS19 不明 ROLLS 2000 ○  

デジタル受信機  1 ABR202 不明 
Radyne 

ComStream
2000 ○  

STL 送信機  1 不明 イタリア RVR 2000 ○  
グラフィック  
イコライザー  

1 Q2031A 日本 YAMAHA 2000 ○  
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機材  数量 型名 製造国 製造会社 製造年 
現在の  

評価  
備考  

スタジオ間連絡

装置親機  
1 ICM-16 不明 

Broadcast 

Toalx 
2000 ○  

テープ録音機  1 DA-40 日本 TASCAM 2000 ○  
音声信号分配器  1 DA5-10 不明 SEDCO 2000 ○  
音声信号分配器  3 DA-200 不明 SEDCO 2000 ○  
無停電装置  1 MOE 不明 Pilsar 2000 ○  
無停電装置  1 CXT 不明 Lie3bert 2000 ○  
サーバー  1 32G 不明 AVB 2006 ○  
音声パッチ盤  1 不明 不明  2000 ○  
ひずみ雑音測定

器 
1 F242A 不明 AWA 2000 ○  

DRM 受信機と 

パソコン  
1 不明 不明 

Digital 

World 

Traveller

2008 ○  

録音、編集、送出

制御用ワークス

テーション  
3 不明 オランダ

VELTA 

Philips 

H.P 

2006 ○ 
FM ロガー

AM ロガー

LAN システム制

御用ワークステ

ーション  
2 不明 オランダ

VELTA 

Philips 
2006 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
 

・ギゾ放送局 

 SIBC ギゾ支局は 1982 年オーストラリア政府の援助で整備された。 

スタジオに設置されているほとんどの機材はホニアラスタジオで使用していた中古品を

2001 年に移設したものである。 

 

第 2-4-10 表 ギゾ 放送局 事務室 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

短波受信ｱﾝﾃﾅ 1 不明 不明 不明 1982 ○ 屋外  

DRM 受信機 1 不明 不明 
Digital 

World 
2008 ○  

パソコン 1 不明 米国 Dell 不明 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 
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第 2-3-11 表 ギゾ スタジオ（録音スタジオとして使用） 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

オーディオプロ

セッサー  
1 不明 不明 不明 不明 △ 

マイクロフォン  1 不明 不明 不明 不明 △ 
携帯型テープ録
音機  1 不明 スイス  Nagura 不明 △ 

デジタル録音機  1 不明 ドイツ  Maranzu 不明 △ 
パソコン  1 50X オランダ Philips 不明 △ 

2001 年

に ホ ニ

ア ラ の

中 古 品

を転用 

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

 

第 2-3-12 表 ギゾ スタジオ副調整室（オンエアースタジオとして使用） 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

オーディオプロ

セッサー 
1 不明 不明 不明 不明 △ 

カセットテープ 
録音機 

1 DN-720R 日本 DENON 不明 △ 

CD 再生機 3 DN-C630 日本 DENON 不明 △ 

音声ミキサー 1 不明 
オースト
ラリア 

Auditroni
cs 

不明 △ 

デジタル録音機 1 不明 日本 TASCAM 不明 △ 
マイクロフォン 1 不明 不明 不明 不明 △ 
AGC アンプ 1 不明 USA Oban 不明 △ 
ひずみ雑音測定
器 

1 F242A 不明 不明 不明 △ 
オーデオ信号発
生器 

1 不明 不明 不明 不明 △ 

パソコン 1 不明 不明 HP 不明 △ 

2001 年

に ホ ニ

ア ラ の

中 古 品

を転用 

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

 

第 2-3-13 表 ギゾ 営業室（Sales & Marketing Room） 

機材  数量  型名  製造国  製造会社  製造年  
現在の  

評価  
備考  

パソコン 1 不明 不明 Velta 不明 ○  

注：現在の評価： ○：良好 、△：機能低下、但し運用可能、×：故障、運用不可 

 
2.3.2 周波数の現状と課題 

（１）短波の周波数 

 １）短波の周波数 

  2009 年 4 月現在、使用している周波数は 5020kHz (夜間用)と 9545kHz (昼間用)であ
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る。この周波数は当分の間（5～10 年間）従来の短波放送（AM）サービスのために使用す

ると SIBC ジェネラルマネージャーは明言した。 

今回のプロジェクトで新たに設置する可能性のある短波放送（DRM）サービスに使用する周

波数は新たに確保する必要がある。新 DRM 放送サービス用周波数は、オーストラリアが短

波放送（AM）に使用していた周波数を譲り受けることになった（SIBC は 2009 年 4 月 16 日

オーストラリア ABC から譲渡保証レター受領、附属資料―５参照）。この周波数は 6080kHz 

(夜間用)と 9475kHz (昼間用)である。通常、1 台の送信機で 2 つの周波数を切替えて運用

する。SIBC は既に通信・航空省 (ministry of Communication and Aviation)の電波監理

局 (Spectrum Division)に対して国際通信連合 (ITU)に周波数のオーストラリアからソロ

モン諸島に移転登録の手続きを書面で正式に依頼すると SIBC ジェネラルマネージャー Mr. 

Cornelius Rathamana は明言した（2009 年 4 月 16 日現在）。 

 新 DRM 送信設備設置の場合の場所は、既存の短波・中波送信所内に併設するものである。 

 

 ２）FM の周波数 

 現在、SIBC はホニアラとギゾで FM 放送サービスを実施しており、96.3MHz を割りあてら

れ使用している。今後本件プロジェクトで設置予定の FM 送信所の周波数も 96.3MHz と同一

周波数でよいと考えられる (FM 放送が未だ実施されていない地域であるため)が、電波監

理局では今後、州毎に周波数割当を実施すると言っており、SIBC が正式書類で周波数割当

依頼をすれば、書類提出から 2～3 週間以内に各 FM 送信所の周波数の取得が可能であると

電波監理局の Mr. Rex Manilofia (Deputy Director)は確約した(2009 年 4 月 16 日)。SIBC

は 4 月中に手続きを行い新規の各 FM 送信所の周波数を獲得すると SIBC ジェネラルマネー

ジャー Mr. Cornelius Rathamana は明言した（2009 年 4 月 16 日)。これらの FM 送信設備

はすべてテレコムの電話中継所に設置するので電話中継のための電波と混信しない周波数

が割当てられる。 

 

(３）その他 FM 周波数割当関連事項 

 １）ソロモン諸島の FM 放送周波数割当 

  周波数割当範囲は 88MHz – 108MHz である。 

 

 ２）現在すでに割当てられている周波数 

 

第 2-3-14 表 既設 FM 放送局と周波数割当 

放送局名 周波数 出力 Model 製造会社 放送開始年 備考 

SIBC 96.3MHz 1kW KF 1000 DB 1999 ホニアラ 

ABC 105.9 500W PJ500M-C RVR 2004 ホニアラ 

BBC 107.0 500W KF500 DB 2004 ホニアラ 

Gud Nius 88.3 500W 不明 不明 2000 ホニアラ 

Paoa FM 97.7 1kW KF1000 DB 1999 ホニアラ 

Z FM 99.5 1kW  BE 1997 ホニアラ 
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放送局名 周波数 出力 Model 製造会社 放送開始年 備考 

Radio SIDT 94.7 不明 不明 不明 不明 ホニアラ 

Paoa FM 101.7MHz 500W   1999 アウキ 

SIBC 96.3MHz 500W KF500 DB 2007 ギゾ 

 電波監理局は、今後州別に周波数を割当てるべく作業中である。 
 

（４）TV 周波数割当関連事項 

 １）ソロモン諸島のテレビ放送周波数割当 

 

第 2-3-15 表 ソロモン諸島テレビチャンネル割当表 

バンド チャンネル 帯域 映像ｷｬﾘﾔｰ 音声ｷｬﾘﾔｰ 備考 

Ⅲ 1 174-181 172.25 180.75 （MHz） 

 2 181-188 182.25 187.75 テレコム 

 3 188-195 189.25 194.75  

 4 195-202 196.25 201.75 テレコム 

 5 202-209 203.25 208.75 テレコム 

 6 209-216 210.25 215.75  

 7 216-223 217.25 222.75 One Nius 

 8 223-230 224.25 229.75 TBN 

      

Ⅳ 21 470-478 471.25 476.75  

 22 478-486 479.25 484.75  

 23 486-494 487.25 492.75  

 24 494-502 495.25 500.75  

 25 502-510 503.25 508.75  

 26 510-518 511.25 516.75  

 27 518-526 519.25 524.75  

 28 526-534 527.25 532.75  

 29 534-542 535.25 540.75  

 30 542-550 543.25 548.75  

 31 550-558 551.25 556.75  

 32 558-566 559.25 564.75  

 33 566-574 567.25 572.75  

 34 574-582 575.25 580.75  

 35 582-590 583.25 588.75  

 36 590-598 591.25 596.75  

 37 598-606 599.25 694.75  

 38 606-614 607.25 612.75  

 39 614-622 615.25 620.75  
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バンド チャンネル 帯域 映像ｷｬﾘﾔｰ 音声ｷｬﾘﾔｰ 備考 

 40 622-630 623.25 628.75  

 41 630-638 631.25 636.75  

 42 638-646 639.25 644.75 テレコム 

 43 646-654 647.25 652.75  

 44 654-662 655.25 660.75  

 45 662-670 663.25 668.75  

 46 670-678 671.25 676.75  

 47 678-686 679.25 684.75  

 48 686-694 687.25 692.75  

 49 694-702 695.25 700.75  

 50 702-710 703.25 708.75  

 51 710-718 711.25 716.75  

 52 718-726 719.25 724.75  

 53 726-734 727.25 732.75  

 54 734-742 735.25 740.75  

 55 742-750 743.25 748.75  

 56 750-758 751.25 756.75  

 57 758-766 759.25 764.75  

 

 ２）現在すでに実施している TV 放送 

 ソロモン諸島ではすでに民間テレビ放送局が放映を開始している他、テレコムが ABC

オーストラリア及び BBC テレビ番組の中継放送を実施している。 

 

第 2-3-16 表 既設テレビ放送局とチャンネル割当 

テレビ放送局 チャンネル 出力 放送実施組織 放送開始年 備考 

ABC 5 100W テレコム 1998 ホニアラ 

BBC 2 1kW テレコム 1998 ホニアラ 

BBC 42 100W テレコム 2006 ホニアラ 

One Nius 7 1kW 民間会社 2008 ホニアラ 

TBN 8  米国系宗教法人 2009 ホニアラ 

ABC + One Nius 
4 1kW テレコム 2009 

ギゾ 

準備中 

ABC + One Nius 4 1kW テレコム 2009 アウキ 

 

2.3.3 調査対象地域の現状 

（１）ホニアラ中波短波送信所 

 SIBC 本部のホニアラ中波・短波送信所はホニアラ国際空港の近くに位置し、約 29ha の

広大な土地を有しており、新 DRM 送信用のアンテナ建設に関して問題はない。また、既設
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送信設備が設置されている建物の広さも新 DRM 送信設備設置に対して十分余裕がある。但

し、送信局舎建物は天井がなく（屋根はある）、壁は窓が幾つかあり外部との遮断が不十分

である。そのために埃や虫、小動物の侵入の危険にさらされている。 

空調設備もない。将来新 DRM 送信設備を設置するに当たって、天井と壁面処理と空調設備

が必要である。 

 電力供給は商用電源を受電しており、商用電源障害時は予備ディーゼル発電装置が準備

されており電源供給の問題はない。 

 

（２）ホニアラ FM 送信所 

 ホニアラ FM 送信所は SIBC 本部の裏の小高い丘の上にある警察無線中継所に併設されて

いる。この局舎建物には SIBC が委託運営する ABC と BBC の FM 中継装置も併設されている。

本件プロジェクトで設置される予定の機材は１kW FM 予備送信機だけであり、スペース的

には十分余裕があるので問題はない。 

電源は商用電源を受電、非常時には予備ディーゼル発電総装置が設置されているので電源

の問題はない。 

 

（３）ギゾ FM 送信所 

 ギゾ FM 送信設備はギゾ島の小高い丘の上にあるテレコム電話中継所に併設されている。

機器室は外部から隔離され空調されている。本件プロジェクトで設置される予定の機材は

500W FM 予備送信機だけであり、スペース的には十分余裕があるので問題はない。送信ア

ンテナもテレコムの 30m 鉄塔に設置されている。 

 テレコムはもう１カ所電話中継所を建設中であり、そこは現在の中継所より標高の高い

場所でアンテナ鉄塔も 50m である。この新テレコム電話中継所は間もなく完成するので、

完成を期して SIBC の FM 送信設備を新テレコム電話中継所に移設することになっている。

この移設により FM 放送サービスカバレージは更に広がる見込みである。 

 

（４）アウキ FM 送信所設置予定地 

 アウキはマライタ州の州都である。アウキはマライタ州の北部に位置し、ホニアラから

小型飛行機で 30 分（距離約 75km）の小さな町である。この町の丘の上にテレコム電話中

継所がある。将来 SIBC の FM 送信設備をこの中継所に併設する予定である。 

 現在このテレコム電話中継所に民間 FM 放送局（Paoa FM）の中継放送装置（周波数：

101.7MHz、出力：500W、1999 年運用開始）と ABC オーストラリアの TV 中継放送装置（周

波数：196.25MHz, 4-ch、出力：1kW、2009 年運用開始）が併設運用されている。電力は商

用電源が優先供給されており、非常用予備ディーゼル発電機（10kVA）も設置されている。 

SIBC FM 装置の設置に対するアンテナ鉄塔及び機器室は十分余裕があり可能である。 

 

（５）その他の FM 送信所設置予定地 

 上記以外の新 FM 送信所設置予定地は、タロ(チョイセル州), ブアラ(イサベル州), キラ

キラ(マキラ州), ティンゴア(リンネル/ベロナ州), ラタ(テモツ州), アウキ(マライタ

州)の 6 カ所である。この 6 カ所はいずれも州都である。今回はこの中の 5 カ所の調査は出
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来なかったが、これらのサイトはテレコムの電話中継所が建設されている地域でありテレ

コム電話中継所にFM送信設備を併設する予定でSIBCとテレコム間で協議が進行中である。 

 

第 2-3-17 表 FM 送信設備設置予定サイト 

及びテレコム電話中継所、電力会社発電所の所在一覧表 

SIBC FM 設置サイト テレコム中継所  
州 名 町 

既設   新設 家庭電話 携帯電話

電力供

給可能 
備考  

1 

Central Tulagi   ○ ○ ○ 
ホニアラの

既設 FM でカ

バー済 

  Yandina   ○ ○   
2 Choiseul Taro  ● ○ ○   

3 Guadalcanal Honiara ●  ○ ○ ○ 
予備送信機

を要求 

  Tetele    ○   
  Gold 

Ridge 
   ○   

4 Isabel Buala  ● ○ ○ ○  
5 Makira Kirakira  ● ○ ○ ○  
6 Malaita Auki  ● ○ ○ ○  
  Maru’u    ○ ○  
  Atoifi    ○   
  Afio    ○   

7 
Rennel/ 
Bellona 

Tinggoa  ●  ○  
 

8 Temotu Lata  ● ○ ○ ○ 
STL 機材を

含めて要求

9 Western Gizo ●  ○ ○ ○ 
予備送信機

を要求 

  Ringi    ○   

  Noro   ○ ○ ○  

  Munda   ○ ○   

  Seghe    ○   

注：町名の太字記述は州都である。 
 

2.3.4 運営体制の現状と課題 

 SIBC の運営は独立採算制である。従って広告放送料、番組スポンサー料が主たる運営財

源となっている事から防災番組や災害放送についても料金を支払わなければならない。ま

た災害緊急放送に即時対応が困難な状況にある。この状況を打破すべく運用規程の改正が
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必要である。 

 ソロモン諸島の防災及び災害情報伝達にはラジオ放送は欠くべからざるメディアである。

しかし災害情報を管理する「国家災害管理事務局」は自治省（Ministry of Home Affairs）

の管轄下にあり、一方放送局は首相府の管轄下にあるところから、現在はそれぞれの災害

対策規定が異なっている。今後早急に両省庁協調の防災・災害伝達規定の改善が必要であ

る。 

 

2.3.5 考慮すべき事項 

（１） 新 FM 送信所建設予定地は、タロ(チョイセル州), ブアラ(イサベル州), キラキラ

(マキラ州), ティンゴア(リンネル/ベロナ州), ラタ(テモツ州), アウキ(マライタ州)の

6 カ所である。 これらの FM 送信設備はすべてテレコムの電話中継所に設置することにし

ている。 

その理由は次のとおりである。 

 １）ソロモン諸島では土地取得が極めて困難であること 

 ２）テレコムの回線料金が高い。 

 ３）ソロモン諸島では電力事情が悪く、電力確保が困難であること 

 ４）保守も含めてテレコムに委託した方が SIBC の技術者の増員が必要ないこと 

 ５）インフラの初期投資を軽減すること 

現在、SIBC ギゾ FM 設備はテレコムと合意書を取り交わしテレコム電話中継所に設置され

運用されている。 

今回予定の FM 送信所設置場所について、今後早急に SIBC とテレコム間で合意書を取り交

わす予定になっている。 

 

（２）回線料金 

 ソロモン諸島では通信回線が十分設備される段階に至っていない。また衛星経由の回線

になるので料金は高価である。回線使用料金は表のとおりである。 

 

第 2-3-18 表 州（島）間は衛星経由回線（出典：テレコム会社提供） 

回線の種類 初期費用 

($) 

月額料金 

($) 

月額地上設備料金 

($) 

月額衛星中継器

使用料金($) 

9.6k 20,137 4,229.02   

19.2k 20,137 6,383.02   

32k 20,137 9,255.02   

64k 20,137 15,325.45 10,783.00 4,365.30 

128k 20,137 28,700.00 19,969.40 8,730.60 

256k 20,137 55,400.00 37,938.80 17,461.20 

512k 20,137 108,900.00 73,977.60 34,922.40 

使用衛星：Intelsat 国内通信用 NSS9 183°E、国際通信用 180°E、単位：ソロモンドル($) 

 



 

40 

 日本では中波送信所及び計画中の地方FM送信所への番組伝送はNTT回線を借用使用して

いるが、ソロモン諸島の場合は、仮にテレコム回線を使用すると高価であるため財政上の

理由でテレコム回線の利用は困難である。 
 

 テレコム回線の使用料金（参考） 

  ($は、ソロモンドル。ソロモンドル対円換算レートは 1$＝15 円 2009 年 3 月現在)  

  １回線当たりの初期費用   $20,137  

  １回線当たりの月額使用料金  $9,255.02   

  １回線当たりの年間使用料金  $111,060.24 (1,665,903.6 円) 

 

  ギゾとラタの 2 ケ所への伝送の場合 

  初期費用  $20,137 x 2 = $40,274  (604,110 円) 

  年間伝送料金 $111,060.24 x ２＝ $222,120.48 (3,331,807.2 円) 

 

  州都 9 ケ所への伝送(FM 送信所建設)の場合 

  初期費用   $181,233 (2,718,495 円) 

  年間伝送料金 $111,060.24 x 9 ＝ $999,542.16 (14,993,132.4 円) 

 

2009 年度収入予定額は$5,539,418.00 (83,091,270 円) であるから、もし 9 ヵ所へテレ

コム伝送回線を使って番組伝送した場合は上記の様に高額の初期費用に加えて年間

$999,542.16 (14,993,132.4 円)をテレコムに支払わなければならない。 

この額は SIBC 総収入（総予算）の 18％に当たるため、この料金を毎年支払うのは困難で

あり、今後 FM 送信所を暫時増やして行く上での足かせになる。 

従って、SIBC は将来多数の FM 送信所を開設することを念頭において安定かつ廉価な番組

伝送自営回線の確保のため DRM 方式短波送信機の導入を計画し、日本に要請しているもの

と推測される。 

 

（３）電力供給 

 ソ ロ モ ン 諸 島 の 電 力 供 給 は ソ ロ モ ン 電 力 会 社 （ Solomon Islands Electricity 

Authority :SIEA）が実施している。多少の水力発電はあるものの大部分はディーゼル発電

である。 

ソロモン諸島全国で現在、ソロモン電力会社の発電設備があるのは 9 か所（ホニアラ, ノ

ロ, ギゾ, アウキ, キラキラ, ラタ, ブアラ, マルウ,ツラギ）である。首都ホニアラはデ

ィーゼル発電機 9 基で総発電量 20,400kW であるが、2009 年 1 月末現在、3 基はメンテナン

ス待ちとなっており供給可能総電力量は 17,200kW である。ホニアラ以外の 8 地方発電所は

ディーゼル発電機 3 基構成(但しブアラとマルウは 2 基構成)となっているが、1 基は予備、

1 基は故障状態にあり、実質 1 基による発電となっている。このような電力事情であるた

め病院、官庁、ホテル等主要施設は自家発電装置を持っている。しかし、ディーゼル発電

機を運転するための燃料はすべて外国からの輸入に頼っているため電力売上収入の約

75％が燃料代である。残り 25％から補修部品調達費用を捻出するのは極めて困難である。



 

41 

従ってソロモン諸島の電力事情の好転は期待できないと推測される。 

 上記の事情から地方における中波放送などの大電力を要するラジオ放送設備の稼働は現

状では極めて困難である。このようなソロモン諸島の電力事情に鑑みると小電力 FM 放送サ

ービスが妥当であり、防災・災害情報伝達にも適している。 

（添付資料－７ SIEA GENERATING PLANT 参照） 

 

2.4 要請内容の妥当性の検討 

2.4.1 プロジェクトの必要性、妥当性、緊急性 

 ソロモン諸島における防災・災害の国民への情報伝達手段はラジオ放送が唯一のメディ

アである。従って、防災に資するラジオ放送網改善計画の必要性・妥当性・緊急性は極め

て高い。その理由は以下のとおりである。 

 

１）現在、中波放送サービスは同国の電源供給事情により困難な状況にある。また短波放

送サービスも送信機の故障により情報伝達機能が低下している。FM 放送サービスについて

は現在ホニアラ及びギゾにおいて実施されているのみである。このような放送サービス機

能の不足により、緊急災害時対応の放送インフラが不十分な現状にある。ソロモン諸島の

現状としては、緊急災害情報のラジオ放送による伝達が唯一であるにも関わらず十分な機

能を果たす状況にない。また、上記のように SIBC の運営体制上の理由（夜中のスタッフ不

在、番組途中で割込めない等）により、緊急放送サービスが 24 時間いつでも情報伝達可能

な状態になっていない。 

 

２）国家災害管理事務局は、ソロモン諸島全体を対象とする防災・災害情報伝達の必要性

から、SIBC に対して上記の様な状況を改善することを強く求めている。特に、国家災害管

理事務局は DRM 方式の短波導入により、地方の重要拠点（病院、警察、NDMO 地方支所、SIBC

地方支局）へ SIBC 本部スタジオを経由することなく直接に文字及び信号による情報伝達が

可能になることを、また、24 時間いつでも緊急時の災害情報伝達を可能とすることを想定

している。国家災害委員会は災害放送サービスが円滑且つ迅速に実施できる体制の整備中

である。国家災害管理事務局と SIBC の両者は業務運用規則の改善・整備を急いでいる。 

 

３）国民は音質の優れた放送を渇望している。現在のアナログ方式の短波放送は音質及び

安定聴取に適していない。これに対して DRM 方式短波放送は音質的にも安定度についても

優れている。従って DRM 短波放送を中継して FM 放送サービスを実施することは住民のラジ

オ聴取層を厚くすることに繋がり、システムとして適切に機能させることが出来れば、防

災・災害情報伝達に大いに資することになる。 

 

４）防災ラジオ放送網システムに DRM 方式短波活用の必要性、妥当性、緊急性の検討 

 ラジオ放送網の構成には、大きく分類して短波、中波、FM がある。また、これらの組合

せによる放送網の構成が考えられる。ソロモン諸島の特に防災及び災害情報伝達の点から

どのようなラジオ放送網システムが効果があり妥当であるかを検討した。その検討結果の
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概要は以下のとおりである。詳細は「附属資料－8 システム比較表」参照。 

 

(ⅰ)  短波、中波、FM それぞれ単独システムの場合 

・ 短波 ：ソロモン諸島全土カバーできるが、音質悪く、受信状態は不安定 

・ 中波 ：ホニアラ、ギゾ、ラタの 3 局でほぼ全土カバー出来るが、地方の電源不足

の事情で放送サービスの保障が困難。ホニアラからの番組中継の問題あり。 

・ FM  ：全国をカバーするためには数百局の建設が必要。建設用地の確保、電源の

確保が困難。ホニアラからの番組中継の問題あり。 

(ⅱ)  短波、中波、FM の複合方式の場合 

 ・短波(AM)+ FM ： 短波（AM）により全国の既存の短波受信者をカバーし、FM は中波

の補完的役割を果たす。 

・短波(DRM 用新周波数確保)+短波(AM)＋FM(中波の代替え) ：従来の短波(AM)受信者が

切捨てられることない。FM 放送の優れた音質によるサービスが可能。電力

事情による中波放送サービス停止の際もその補完としての FM 放送サービス

が可能。更に国家災害管理事務局の全国向け災害情報（文字及び信号）が

SIBC のスタジオを経由することなく直接伝達出来る。このことは速やかな

る災害情報の配布に貢献し、国家災害管理事務局の機能強化に資する。但

し、システムを適切且つ確実に機能させるためには、各コミュニティにお

ける訓練等が必須。 

 

このシステム比較表（「附属資料－8 システム比較表」）の考察から、現時点における調査

団の考察は下記のとおりである。 

 

・この比較表による検討の結果、ソロモン諸島の電力会社の電力供給状況、テレコムの通

信回線網の整備状況及び回線利用料金等を加味すると、ソロモン諸島の場合は短波＋FM

＋中波が望ましい。 

・既設大電力中波送信設備（ホニアラ、ギゾ、ラタの 3 ヵ所）による放送網でソロモン諸

島の人口の約 95％をカバーするが、ソロモン諸島の中で電力の安定供給が保障されてい

るのは首都ホニアラのみである。首都ホニアラ以外の地域では供給量の不足、電圧不安

定であることから、大きな電力を消費する中波大電力放送サービスの継続は難しい。 

・従って、ソロモン諸島のように電力事情のよくない地域に対する放送サービスは、首都

ホニアラから全国サービスが可能な短波放送、地方においては中波放送の補完機能とし

ての電力消費が少なくて済む低出力 FM 放送の複合放送サービスが妥当である。 

 

５）防災ラジオ放送網システムにおける FM 放送活用の必要性、妥当性、緊急性の検討 

 既述の様に、ソロモン諸島の電力事情を勘案して中波放送サービスの補完として FM 放送

サービスが重要である。また、ホニアラ、ギゾ、アウキでのアンケート調査結果によると

FM放送を聴取する人が多い。FM放送は音質が優れているのでFM放送が受信できれば短波、

中波より FM 放送を聴取する傾向にある。従って中波の補完として FM 送信所を増やすこと

は聴取者層を厚くすることになる。更に、アンケート調査結果、ソロモン諸島では災害情
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報伝達はラジオで聴いたり人から人への口頭伝達が顕著であることを物語っている。この

事から FM 放送サービスは防災情報、災害情報伝達に大いに役立つものである。 

  新 FM 送信所建設予定地は、タロ(チョイセル州), ブアラ(イサベル州), キラキラ(マキ

ラ州), ティンゴア(リンネル/ベロナ州), ラタ(テモツ州), アウキ(マライタ州)の 6 ケ所

である。 本件プロジェクトで計画している FM 送信設備設置地域は人口の多い州都であり、

かつテレコム電話中継所、発電所のある町を第 1 次 FM 送信所設置場所として選定した。そ

して FM 送信設備はすべてテレコムの電話中継所に設置することにしている。その理由は次

のとおりである。 

 

 a）ソロモン諸島では土地取得が極めて困難であること 

 b）ソロモン諸島では電力事情が悪く、電力確保が困難であること 

 c）保守も含めてテレコムに委託した方が SIBC の技術者の増員が必要ないこと 

 d）インフラ整備の初期投資がいらないこと 

 

現在、すでにギゾ放送局の FM 送信設備はテレコムと合意書を取り交わしテレコム中継所に

設置され運用されている。また、今回予定の FM 送信所設置場所についても今後早急に SIBC

とテレコム間で合意書を取り交わす予定になっている。 

 

６）維持・管理コストの妥当性 

 本件プロジェクト実施後の設備機材の中期・長期の維持・管理コストは以下の視点から

検討した。 

(ⅰ) ここでは本件プロジェクト実施による追加の維持・管理コストの概算を出した。 

(ⅱ)  送信設備の主たる維持管理費用は送信機運転ための電力費である。電力費算出に当

たって次の事項を考慮した。 

本件プロジェクトで設置する送信設備（要請ベース）は以下のとおりである。 

 

・DRM 方式短波送信設備 1 式 

・AM 方式短波送信設備 1 式 

・FM 送信設備  8 式 

 

これら設備の中で、AM 方式短波送信設備は既存設備と置換えるだけであるから新規

の電力費は発生しない。FM 送信設備についてはテレコムに一括委託するので委託費

として計上する。従って本件プロジェクト実施による追加電力費は DRM 送信設備及

びその関連機器に関わる費用のみである。 

 

・ DRM 方式短波運転年間電力費 

  $3.16/kwh x 25kW x 24 時間 x 365 日 = $692,040 

・ 関連機器運転年間電力費 

  $3.16/kwh x 1kw x 24 時間 x 365 日  = $27,682 

上記合計年間電力費は $719,722 である。 
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(ⅲ) FM 送信設備のテレコムへの委託費 

$1,000/月 x 12 ヵ月 x 8 局 = $96,000 

 

(ⅳ) 補修部品、ユニット類の調達コスト 

   過去の経験から、補修部品、ユニット類は機材と同時に納入されるので、送信設備

設置後約 5 ヵ年間は調達の必要がない。その後の調達費用は次に示す金額を見積も

っておけばよい。 

・ 6 年目～10 年目  ：$100,000 

・ 11 年目～15 年目 ：$200,000 

 

(ⅴ) 人件費は、新送信設備設置後も人員を追加する必要がないので費用の追加計上はな

い。 

従って中期・長期の追加年間維持・管理コストは以下の様になる。 

項 目 初年度～5 年 6 年～10 年 11 年～15 年 

年間電力費 $919,722 $919,722 $919,722 
年間テレコム委託料 $96,000 $96,000 $96,000 

年間補修部品調達費 0 $100,000 $200,000 

年間合計費用 $1,015,722 $1,115,722 $1,215,722 

2009 年度予算に占

める割合 
18.3% 20.1% 21.9% 

   注：単位 ソロモンドル($)、 為替レートは 1$＝15 円（2009 年 3 月現在） 

 

本件プロジェクト実施後の追加年間維持・管理費概算は上記のとおりに 2009 年度予算に対

して 20％前後となるが、プロジェクト実施後の FM 放送のカバレージの拡大と良質放送サ

ービスによる広告料及び番組スポンサー料等の増加が見込まれること、更に防災・災害放

送実施のための政府予算措置も見込まれることあるから、本件プロジェクト実施の妥当性

はあると考える。 

 

2.4.2 プロジェクトの実施体制、規模及び範囲 

（１）プロジェクトの実施体制 

 本件プロジェクトの実施主体はソロモン諸島放送公社（SIBC）である。 

SIBC のジェネラルマネージャーの Mr. Cornelius Rathaqmana（元エンジニア）を中心に 7 

名の技術者がコンサルタント及び機材提供会社のスーパーバイザーの指導のもとにプロジ 
ェクトの実施を担当する体制になっている。 
（２）DRM 受信機設置を行う場合の公共施設の受入体制はその公共施設を統括する主官庁 
と首相府が協力する体制の下にプロジェクトを実施する。 
（３）規模及び範囲 
 要請アイテムを全て入れる想定の場合には、既設ホニアラ送信所に DRM 短波送信設備一 
式、AM 短波送信設備一式、DRM 送信用アンテナ設備一式を建設する形となる。 
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 タロ(チョイセル州), ブアラ(イサベル州), キラキラ(マキラ州), ティンゴア(リ 

ンネル/ベロナ州), ラタ(テモツ州), アウキ(マライタ州)の6ケか所にFM送信設備を建設

する。ホニアラとギゾに予備送信機各１台を設置する。 

 指定された公共施設に DRM 短波受信機と受信アンテナを設置する。 

 

2.4.3 プロジェクトの実施後の防災・災害ラジオ放送網予想図 

 次頁の第 2-4-3 図 防災ラジオ放送網予想図参照
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                                                                     短波送信アンテナ 

 
           データ、 
                     緊急信号 
 情報交換 

                      音声信号 
 
 
 
 
                      音声信号 

                                                                            中波送信アンテナ 

 
 
                                        
 受信アンテナ                           FM送信アンテナ 
                                                                                一般住民の受信 

                                                                                    
 
                      
                                                                                   
                                               
 
 
 
                                                                 テレコム電話中継所鉄塔 
 受信アンテナ 

 
 
 
                                    
 
 
 
 

                                 注：FM TX はFM送信設備 
 
 

第2-3-3図 防災ラジオ放送網 

（要請内容ベース＝「附属資料－8 システム比較表」におけるシステムIのケース）

国家災害管理

事務局. 
ホニアラ 

 
SIBC 本部 

スタジオ 

 

ホニアラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
SIBCホニアラ短波・中波 

送信所 

DRM方式短波送信設備 

AM方式短波送信設備 

中波送信設備 

FM 

TX 

DRM 受信機 

(昼間用、夜間用) 

 
 
 
 
 

テレコム電話中継所 

FM送信設備 

(昼間用、夜間用）

 
 
 
 
地方公共施設 

(NDMO支所、病院、診療所、警察署、州役場等)

ディスプレー付

きDRM 受信機 

中波受信機

FM 受信機 

短波受信機 
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第３章 結論・提言 

 

3.1 協力内容スコーピング 

（１）ソロモン諸島における防災ラジオ網の重要性 

 ソロモン諸島は 1000 以上の島々から構成される国家であるが、地理的に拡散性や隔絶性

が強く、また、農村部に人口の約 85％が居住している。現状では、テレビがまだほとんど

普及しておらず、他の通信手段（防災無線等）もない。これら多くの島々を同時に結ぶ方

法はラジオしかなく、ラジオは多くの国民にとって唯一の情報伝達手段となっている。 

他方で、大きな災害は近年発生していないが、今年 2 月に襲来したサイクロンのように比

較的小規模な災害は度々発生している。このような度重なる自然災害の発生という緊急事

態の際に災害情報をより早く、的確に国民に伝えることは、防災能力の強化、被害の軽減

といった観点から非常に重要であると考えられ、ラジオ放送網の改善を図ることは最も効

果が高い手段であるといえる。 

 

（２）調査の結果 

 本案件の要請では、全国をカバーする放送網として短波放送が選ばれていたが、通常は

音質がより優れている中波放送によって整備される場合が多いことから、短波放送が選ば

れた背景を確認するとともに、短波か中波か、という選択肢をより客観的に検討し、判断

するために必要な材料を入手することが調査のひとつの目的であった。そこで、今回の調

査では、具体的にギゾ、アウキ、ホニアラ及びラタにおいて、住民を対象に 50 名のアンケ

ートを実施した。このアンケート調査により多くの事実が判明した。そのうちの大きなも

のとして 3 つあげられるが、1 つは、ギゾで調査を行った対象者の約半数はラジオを全く

持っていないこと、2 点目は残りの約半数が、災害情報はラジオから入手しているが、短

波ラジオしか持っていないこと、ラタでは短波放送聴取（中波放送が停止中のため）、アウ

キとホニアラの家庭のほとんどが受信機を所有し、都市部を中心に FM 放送を視聴する層が

非常に多いことが判明した。 

なお、ラジオを持っていない層は災害発生時には地元の警察署や病院に集まり、情報を得

ている。ソロモン諸島では、日常的に警察署や病院を集会所として集まる習慣があり、特

に緊急事態の発生時にはこれら施設が地域の防災拠点として機能し、住民が周囲の住民へ

と情報を伝達していくシステムが成り立っている。このことはアンケート結果でほとんど

の住民が情報の入手手段としてラジオとともに近所からの伝え聞きを挙げていることから

も確認できた。 

 

（３）プロジェクトの計画 

 そのため、ラジオを持っていない層に対する対応、また短波ラジオしか持っていない層

に対する対応をどのようにするか検討する必要が生じた。 

 また、中波放送は全国をカバーするためには地方に中継拠点を設ける必要があり、地方

における電力事情が大きな鍵を握るが、ソロモン諸島の電力事情は極めて悪く不安定であ



 

48 

り、実際に 2 つの中継施設の 1 つであるラタでは、電力不足のため放送設備の運転を停止

している。調査団としては、このような事情から中波放送を検討することは現実的ではな

いと判断した。またギゾの中継施設はオーストラリアの援助が入る予定であることも、中

波放送を検討から除いた一因である。 

これらの背景から、要請内容を検討し、また、調査の過程において上述の点を指摘し、ソ

ロモン諸島側（首相府、SIBC、国家災害管理事務局）から対応策を聴取した結果、調査団

としては、短波放送を中心に以下の 3 つの方式を採用することにより国民の災害情報に対

するアクセスの機会をより高めることが妥当であると判断した。今後、電力事情が改善さ

れ、オーストラリアの援助により中波放送が地方でも復活した場合には、国民の災害情報

へのアクセスの機会がより拡大することになる。 

 

１）従来の AM（アナログ）方式短波放送サービス 

 地方の住民の多くはラジオを持っていないか、持っていても短波ラジオだけを持ってい

る場合が多い。他方、DRM 方式の受信機はまだ高価であり、住民自身で購入できるように

なるまでにはまだ時間を要する。そこで、短波ラジオしか持っていない住民を全てカバー

するいわばセーフティーネットとして、現在故障している AM 方式による短波放送網の改善

を図る。 

 

２）FM 放送サービス 

 都市近郊の住民で FM 放送局がある地区では、FM 放送を聴く住民が多い。特に若者の FM

リスナーが多い。他方、DRM 方式では FM 放送と同レベルの音質を送ることが可能である。

そこで、DRM 方式による短波放送を従来の FM 受信機で聴取可能にするために、地方の州都

にＦＭ送信機を設置する。同設備は DRM 短波放送を FM 送信に転換するものである。 

 

 上記は、システム比較表（「附属資料－8 システム比較表」）におけるシステム G を指し

ており、調査団として、最も推奨する選択肢である。 

 

 尚、これに DRM（デジタル）方式短波放送サービスを加えたのがシステム I であるが、

各コミュニティでの訓練が必要になる等、無償資金協力における機材供与以外にも、様々

な継続的活動の実施が前提となってくる。以下サービスの実現可能性を持つことが出来る

が、無償資金協力の観点から、本システム採用は慎重に考える必要がある。 

 

３）ソロモン側の要請である DRM（デジタル）方式短波放送サービス 

 デジタル信号で多機能であることから、国家災害管理事務局からダイレクトに地方の受

信機へ文字情報を含む情報を伝達することができる。例えば末端の受信機を警察署や病院

などのコミュニティ防災の拠点に置き、警報装置と接続することによって緊急時には自動

的に警報を鳴らすことも可能である。従って、ラジオを持っていない層を対象としたコミ

ュニティ防災の一つのツールとして DRM 方式を取り入れる。これにより、国家災害管理事
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務局と末端のコミュニティ防災体制をつなぐ災害情報ネットワークの構築を目指す。そこ

で、DRM 送信機のみならず、地方のコミュニティ防災のモデルとなる拠点（警察署、病院

など）を一定数選択し、同拠点に DRM 受信機を設置する。 

 

3.2 準備調査（基本設計レベル）への助言 

3.2.1 調査実施体制（案） 

 準備調査（基本設計レベル）の実施体制は以下の陣容が適当である。 

 

１． 業務主任/運営体制・維持管理計画: １名 

総括担当は、報告書の取りまとめ、対外折衝等基本設計調査団の業務の全てを統括す

る。 

２． 送信機材計画: １名 

   経済的且つ安定放送に資する短波ラジオ及び FM 放送システムを提案し、ソロモン諸島

側と合意したシステム設計基準に基づく機材計画を作成する。 

３． アンテナ建設計画: １名 

   サイトの条件に合致した短波アンテナシステムを提案し、ソロモン諸島側と合意した

システム設計基準に基づく機材計画及び建設工事計画を作成する。 

４． 調達計画/積算: １名 

   設備機材計画に基づいて必要機材の調達計画を作成する。また、設備機材調達計画に

基づいて必要コストの積算を行う。 

５． 防災計画: １名 

   NDMO 等を中心に、ソロモン諸島における緊急災害・防災方針及び関連情報を確認す

るととともに、防災に資するラジオ放送網構築に向けた枠組み提案を行う。 
 
以上の 5 名による団員構成が最も効率的であると考える。 
 

3.2.2 送信機材計画における調査実施上の留意事項 

（１）短波送信設備建設予定サイトについて 
 ホニアラ短波波送信設備建設予定地は、SIBC 本部スタジオから約 13km の距離にあるヘ

ンダーソン国際空港の近くである。本件プロジェクトで短波送信設備を導入する場合には、

既設中波・短波送信所敷地内の既設送信局舎内となる。現在は運用停止した老朽送信機類

が数台あるが、これらは新短波送信機設置時期までに整理することになっている。また、

送信局舎は現在天井がなくかつ壁面は外気が自由に入り込む構造になっており、防塵、防

虫の備えになっていないことから、新送信設備導入までに防塵、防虫対策を施すことにな

っている。 
 同サイトには既設中波アンテナ及び短波アンテナ 2 基があるが、新規に DRM 短波送信用

アンテナ建設を行う場合においても、用地は十分確保できる。（仮にその場合には、位置関

係については基本設計段階で確定する。） 
 
（２）機材輸送について 
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 ホニアラ埠頭にはコンテナ専用荷役設備はない。従って荷揚げ方法について詳細に調

査・確認する必要がある。 
港から空港までのメイン道路はアスファルト舗装の道路が整備されて問題はないが、メイ

ン道路から送信所サイトまでのアクセス道路は無舗装である。雨季は泥濘になることがあ

るが、乾季は機材輸送上問題ないと思われる。但しサイト内は雑草が生い茂っているので

除草が必要である。 
 FM 送信設備設置サイトへの輸送は一旦ホニアラに荷揚げした後、各地に輸送されること

になると考えられる。各サイトへの輸送方法の十分な検討が必要である。 
 
（３）FM 送信設備の設置サイトへの交通便の確保について 
 既述の様に、FM 送信設備の設置サイトは州都であるが、ソロモン群島では陸上交通は不

可能で、首都ホニアラと各サイト間は航空機又は船に依存することになる。航空機及び船

の便は頻繁にあるわけではないので、事前に十分に航空機及び船の便を念頭において余裕

を持って調査にあたる日程を作成する必要がある。 
 

3.2.3 FM 機材計画における調査実施上の留意事項 

（１）FM 送信機の出力決定について 
 FM 送信設備の設置サイトは州都のテレコム電話中継所である。一部を除くテレコム電話

中継所は商用電源が供給されており、且つ 10KVA のディーゼル自家発電装置が標準設備と

して設置されているので電源の問題はないが、これらの電話中継所は将来テレビ中継設備

や民間 FM 送信設備が併設される計画である。従って SIBC の FM 送信設備用に幾らの余裕電

力が割当てられるかテレコム側に十分確認のうえ、供給電源容量に無理のない範囲内 (5W
～100W)で FM 送信機出力を確定する必要がある。 

 

3.2.4 施設計画における調査実施上の留意事項 

 今回のプロジェクトは建物等の施設建設はない。 

 

3.2.5 運営体制、維持管理体制における調査実施上の留意事項 

 ソロモン諸島のラジオ放送は、島々や僻地に散在する住民にニュース、個人のサービス

メッセージ等を提供する情報伝達機能、住民の生活の安全を守るための防災情報・緊急警

報・災害情報を提供する情報源としてばかりでなく、娯楽設備のない僻地の住民にひと時

の憩い、明日への勤労意欲を再生するための音楽や娯楽を提供する唯一のメディアである。 

 ソロモン諸島放送公社は、現在、独立採算運営を行っているが、経営を補助する政府助

成金は潤沢とは言えない。国民の生命財産を守る重要な防災情報・緊急警報・災害情報等

の放送を維持するためには更なる政府の助成が必要である。この重要なラジオ放送設備を

維持運営するために必要な政府助成金獲得の具体策を検討し、ソロモン諸島政府に更なる

助成の確実な実施を促す必要がある。 

 

 今後のより効果的な防災情報・緊急警報・災害情報のための番組編成計画（放送内容、

放送時間等）の見直しを含めて準備調査（基本設計レベル）で検討する必要がある。 
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    附属資料 －2  

    放送サービスカバレージ地図 

    （全設備が機能している場合） 
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    附属資料－ 4 週間放送番組表 

    （2009 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



短波・中波 週間放送番組 
Sundays 
Time Program 
05:55 Tuning Call/ Station Opening 
06:00 Morning Greetings 
06:05 Morning Devotion 
06:10 Choirs Songs of Praise 
06:30 Morning News - Pidgin 
06:35 Today in History 
06:40 Songs of Praise 
06:45 Health Tips 
06:50 Songs of Praise 
06:55 Solomon Airlines Flight Information 
07:00 Morning News in English 
07:05 Gospel Music 
08:00 Sunday Live Service Broadcast 
10:00 World News relay—BBC 
10:10 Gospel Music 
10:30 Focus on the family 
10:55 Gospel Music 
11:00 Gospel Music by Request 
11:30 Hymns of the ages 
12:00 RA World News Relay 
12:10 Weather/ shipping information 
12:15 Back to God hour 
12:30 Service Messages 
12:45 Today in history—rpt 
12:50 Health tips - rpt 
13:00 BBC World Briefing 
13:10 Gospel Music 
13:30 UN Perspective 
13:45 Gospel Music 
14:00 Gospel music/talk back show 
15:00 Gospel Music 
16:00 RA World News Relay 
16:10 Adventures and Odyssey 
16:30 Children Sunday 
17:00 BBC World Briefing 
17:30 Gospel Music 
17:45 Pacific forum awareness 
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18:00 National News in English 
18:10 Weather/Shipping Information 
18:15 Talking Truth 
18:45 Service Messages 
18:55 Solomon Airlines Flight Information 
19:00 National News in Pidgin 
19:10 Let the Bible Speak 
19:30 Service Messages 
20:00 Education awareness 
20:30 Partnership in Development 
20:45 Urban Land 
21:00 National News in Pidgin 
21:15 IPAM awareness 
21:30 Sunday Evening Service 
22:00 National News in English 
22:10 Hymns of the ages— rpt 
22:55 Late Night Devotion 
23:00 Local Programs Close/ BBC Relay overnight 

 

Monday to Friday 
Time Program 
05:55 Tuning call/station opening 
06:00 Morning Greetings 
06:05 Morning Devotions 
06:10 Derek Prince devotion 
06:20 Music 
06:30 Morning News in Pidgin 
06:35 Education Awareness Rpt - Monday/Wednesday 
06:40 Music 
06:45 radio Doctor 
06:50 SITAG Bible reading in Pidgin 

 06:55 Solomon Airlines Flight Information. 
07:00 Distaem Nao 
07:30 Tok Sports 
07:45 Money matters   -Monday 
  Culture Beat Rpt  -Tuesday 
  Farmers kona   -Wednesday 
  Music    -Thursday 
  SIDT kasim Iu   -Friday 
08:00 RNZI world news relay 
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08:10 Today in History 
08:15 Health Tips 
08:30 music 
  Calling Provinces rpt - Tuesday 
09:00 RA World News Relay 
09:40 Music 
10:00 Mid Morning News English 
10:05 Weather/Shipping Information 
10:15 Music 
10:30 Distaem Nao 
11:00 News in Pidgin 
11:05 Weather Report 
11:10 Music 
11:15 Life lo Melanesia Monday 
  Wantok lo Australia -Tuesday 
  Health report  -Wednesday 
  Family blo Sera  -Thursday 
  Tingim ples  -Friday 
11:30 Music other days 
         Hospital Requests   -Wednesday 
11:45 Home Management  - Tuesday 
  Music other Days 
12:00 Midday News in English 
12:05 Weather/Shipping Infor. 
12:10 Midday Report 
12:30 Service Messages 
12:45 Today in History 
13:00 BBC World Briefing 
13:30 Music 
14:00 Afternoon News in English 
14:05 Local songs request 
15:00 Afternoon News in Pidgin 
15:05 Weather Update 
15:30 Artists’ profiles rpt  - Wednesday 
  Calls on 25257  - Thursday 
16:00 RA world news/ Pacific beat relay 
16:30 Tok Sports 
16:45 Music 
17:00 BBC World News Relay 
17:30 Music 
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17:45 Rural Development rpt -Monday 
  Education Awareness -Tuesday 
  Tourism Awareness -Wednesday 
  Youth Quest  -Thursday 
  Rural Development Prg -Friday 
18:00 National News in English 
18:10 Weather/Shipping Information 
18:15 Farmers kona         -Monday 
  Talking truth  -Tuesday 
  Makira Education -Wednesday 
  Music   -Thursday 
  Community Edu.  -Friday 
18:30 Service Messages 
18:45 Radio Health 
18:55 Solomon Airlines Flight Info 
19:00 National News in Pidgin 
19:30 Service Messages 
20:00 University Blo Iumi -Monday 
  Conservation WWF -Tuesday 
  Partnership in Dev’t -Wednesday 
  Reproductive Health -Thursday 
  Current with NPF -Friday 
20:15 Voice of Salvation 
20:30 Consumer awareness -Monday 
  Voice blo mere  -Tuesday 
  Y.Sato show  -Wednesday 
  Kolej blo Iumi  -Thursday 
  CEMA   -Friday 
20:45 Partnership in Deve'mnt -Monday 
  DSE awareness  -Tuesday 

   -Wednesday 
  Land and You  -Thursday 
  SIDT kasim Iu Rpt -Friday 
21:00 National News in Pidgin 
21:10 Wol Blo Iumi 
21:30 Culture Beat  -Monday 
  Malaita Education -Tuesday 
  Music   -Wednesday 
  Truth shall triumph -Thursday 
  Music   -Friday 
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21:45 Derick Prince devotion 
22:00 National News in English 
22:15 Calling Provinces -Monday 
  Home management -Tuesday 
  Late night calls  -Other days 
22:55 Late night Devotion 
23:00 Local Programs Close/ BBC 
  Relay overnight. 

 
Saturdays 
Time Program 
05:55 Tuning Call/ Station Opening 
06:00 Morning Greetings 
06:05 Morning Devotion 
06:10 Saturday Morning Show 
06:30 Morning News - Pidgin 
06:35 Today in History 
06:40 Music 
06:45 Health Tips 
06:50 Music 
06:55 Solomon Airlines Flight Information 
07:00 Morning News in English 
07:05 RA Pacific Beat Relay 
07:30 Weekend Sports 
07:45 Stories For Life 
08:00 Australian Country Style Music 
08:25 Music 
08:30 Artists’ Profile Feature 
09:00 Iumi Tok Tok 
10:00 Dedication Calls on 23257 
11:00 Saturday Variety 
12:00 RA World News Relay 
12:10 Weather/Shipping Information 
12:15 Saturday Variety Continues 
12:30 Service Messages 
12:45 Today in history - rpt 
12:50 Health Tips - rpt 
13:00 BBC World Briefing 
13:30 Saturday Variety 
14:00 Weekend Sports live coverage 
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18:00 National News in English 
18:10 Weather/Shipping Information 
18:15 Solomon Islands Red Cross 
18:30 Service Messages 
18:45 Music 
18:55 Solomon Airlines Flight Information 
19:00 National News in Pidgin 
19:10 Law reform 
19:30 Service Messages 
20:00 Custom  Story   
20:30 Dance with the Devil Drama 
20:45 Music 
21:00 National News in Pidgin 
21:10 Music 
21:30 Calling Sailor 
22:00 National News in English 
22:10 Late Night Call Dedications 
22:55 Late Night Devotion 
23:00 Local Programs Close/ BBC Relay overnight 
 
 

 

 

 

 

ホニアラ FM 週間放送番組表 
Monday to Friday 
Time Program 

06:00 Station Open – National Anthem 
06:01 Music / Commercials 
06:50 Flight Information 
07:00 News 
07:05 International Wantok (on Thursdays) 
07:10 Wantok Connection 
07:25 Wantok Sports 
07:30 Horoscope 
07:45 Birthday Calls 
08:00 News 
08:05 Tintin Show (on Fridays) 
09:00 News 
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09:05 Szeba Music / Commercials 
10:00 News 
10:05 Szeba Music / Commercials 
11:00 News 
11:05 Szeba Music / Commercials 
12:00 News 
12:10 Wantok Connection 
12:15 Gold Hour (60’s, 70’s, 80’s Hits) 
13:00 Music (Mix) Commercials 
14:00 Music (Mix) Commercials 
15:00 Music (Reggae Mix) Commercials 
16:10 Drive Time Show 
16:25 Wantok Sports 
16:30 Music / Commercials 
17:00 News 
17:05 Wantok Beat (Local Hits) 
18;00 News 
18:05 Wantok Beat  continuity 
19:00 News 
19:05 Music / Commercials 
19:45 Birthday Calls 
19:50 Flight Information 
19:55 Music / Commercials 
20:30 Dance with 

 20:30 – 23;00 Love Lane - Fridays 
20:45 Music / Commercials 
21:00 Onair Dedications 
23:00 Sign Off 

 23:01 – 06:00 Music Automation 
 
Saturday and Sunday 
Time Program 

06:00 Station Open – National Anthem 
06:01 Music / Commercials 
06:50 Flight Information 
07:00 News 
07:10 Wantok Connection 
07:25 Wantok Sports Fixtures - Saturday 
07:30 Horoscope 
07:45 Birthday Calls 
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08:00 Artist of the Week - Saturday 
08:00 Youth Gospel Hour -  Sunday 

 09:00 – 12:00 Onair Dedication -  Saturday 
12:00 Music / Commercials 
12:10 Wantok Commercials 
12:15 Music (Mix) Commercials 
13:00 Music (Mix) Commercials 
14:00 Music (Classics) Commercials 
15:00 Music (Reggae Mix) Commercials 
16:10 Wantok Connection 
16:25 Wantok Sports Live Updates - Saturday 
16:30 Music / Commercials 
17:00 News 
17:05 Wantok Beat (Local Hits) –   Saturday 
18:00 News 
18:05 Wantok Beat  continuity 
19:00 News 
19:05 Back to God Hour –      Sunday 
19:45 Birthday Calls 
19:50 Flight Information 
19:55 Music / Commercials 
20:00 Top 20 Countdown (Local) –  Saturday 
20:00 Adventures in Oddessy –    Sunday 

 20:01 – 22:59 Onair Dedications 
23:00 Sign Off 

 23:01 – 06;00 Music Automation 
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     附属資料－ 5  

     オーストラリア ABC からの周波数譲渡保証レター 

    （2009 年 4 月 15 日付け） 
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    附属資料－ 6 SOLMAS 戦略ペーパー 

    (2009 年 3 月 23 日 SOLMAS より提供) 
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    附属資料－ 7  

    ソロモン電力会社発電所設備一覧表 

    （2009 年 3 月 25 日ソロモン電力会社より提供） 
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    附属資料－ 8 テレコム電話中継所所在地図 

   （2009 年 3 月 29 日 SIBC 経由テレコム会社より提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    附属資料－ 9  

    中波・短波・FM システム比較表 

    （2009 年 3 月調査団作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



システム比較表
システム A システム B システム C システム D システム E システム F システム G システム H システム Ｉ

アナログ ＤＲＭ

1 全土カバー可能 全土カバー可能
広い(地域限定）全土カバー
の為には複数の送信所が必
要

狭い（小範囲限定）

広大な地域をカバー（全土カ
バー可能）　但し重複

広大な地域をカバー（全土カ
バー可能）　重複（但しDRM
は番組伝送回線として活用）

広大な地域をカバー（全土カバー
可能）　但し重複

広大な地域をカバー（全土カ
バー可能）　但し一部重複

左記に同じ

2 不安定（影響大） 安定（影響少ない） 安定（影響なし） 安定（影響なし）

短波は不安定、従って短波
受信を中継して中波で再送
信するので不安定

安定　（影響少ない） 短波は不安定、従って短波受信
を中継してFMで再送信するので
不安定

安定　（影響少ない） 左記に同じ

3
フエージングの影響を受け
てあまりよくない

良い 普通 良い
フェージングの影響を受けて
あまり良くない

良い フェージングの影響を受けてあま
り良くない

良い 良い

4 小
小（アナログ方式よりやや
大）

中 大
中 中 中 大 中

4-1 1 1 3ヶ所 数百ヶ所 　 1(短波) + 3(中波） 1(短波) + 3(中波） 1(短波) + 数百局(FM) 1(短波) + 数百局(FM) 1(短波) + 現在の計画８局(FM)

4-2 不要 不要
必要（短波 又は テレコム衛
星回線）

必要（短波又は テレコム衛
星回線）

短波 (AM) 短波 (DRM) 短波 (AM) 短波 (DRM) 短波 (DRM)

5 容易（送信所が1箇所の為） 容易（送信所が1箇所の為）
多少困難(送信所が3箇所の
ため）

非常に困難（全土に多数の
局を必要とする為）

多少困難（送信所が3ヶ所の
ため）

多少困難（送信所が3ヶ所の
ため）

困難（送信所が多数のため ）
困難（送信所が多数のため
）

多少困難（送信所が3ヶ所のため）
FMはテレコムに委託

6 既存 既存周波数使用 既存 新たな周波数割り当て必要 問題ない、（既存） 問題ない、（既存）
FMの新たな周波数割り当てが必
要

FMの新たな周波数割り当て
が必要

新たにDRM用として短波２波必要、
FMの新たな周波数割り当て必要

7 必要なし
ＤＲＭ使用に関する登録必
要

必要なし 必要なし 必要なし
周波数に関しては問題ない
が、DRMに関しての登録必
要

必要なし
周波数に関しては問題ない
が、DRMに関しての登録必
要

DRM用短波２波の登録必要 (既に
ABCオーストラリアから譲渡の保障
あり）

8 容易 特殊な受信機が必要 容易 容易 容易 容易 容易 容易 容易

9

約40%（AM,FM,SW受信可能
な受信機が安価で市販され
ている為容易）但し遠隔地で
は短波(AM)のみの受信機し
か所有しない住民が居る

受信機が高価（\30,000～
50,000）の為一般市民への
普及は困難

約40%（AM,FM,SW受信可能
な受信機が安価で市販され
ている為容易）但し遠隔地で
は短波(AM)のみの受信機し
か所有しない住民が居る

約40%（AM,FM,SW受信可能
な受信機が安価で市販され
ている為容易）但し遠隔地で
は短波(AM)のみの受信機し
か所有しない住民が居る

約40%（AM,FM,SW受信可能な受信
機が安価で市販されている為容
易）但し遠隔地では短波(AM)のみ
の受信機しか所有しない住民がい
る。

10 \900～1,200(\15/1S$) \30,000～50,000 \900～1,200(\15/1S$) \900～1,200(\15/1S$) \900～1,200 \900～1,200 \900～1,200 \900～1,200 \900～1,200

11 (\1５,000 x 12)/1局/年 (\1５,000 x 12)/1局/年 (\1５,000 x 12)/1局/年

11-1 現状と同じ 現状と同じ
短波・中波：現状と同じ
FM：テレコム施設借用

短波・中波：現状と同じ
FM：テレコム施設借用

短波・中波：現状と同じ
FM：テレコム施設借用

11-2 現状と同じ 現状と同じ
短波・中波：現状と同じ
FM：テレコムに委託

短波・中波：現状と同じ
FM：テレコムに委託

短波・中波：現状と同じ
FM：テレコムに委託

12

夜間用（5020kHz）：
故障中、サービス不能、予備
送信機なし。
昼間用(9545kHz）：
部品劣化、減力運転中、
サービスカバレージ縮少、予
備送信機なし。

ホニアラ：10kw→出力低下、
減力運転、予備送信機なし。
・ギゾ：故障、サービス不能。
・ラタ：サービス可能、但し電
源事情悪く運転中止中。

ホニアラ：稼働中、予備機な
し。
ギゾ：稼働中、予備機なし。

短波：システムＡの通り
中波：システムＣの通り

首都ホニアラにある既存の2
波で全土をカバー出来る。

首都ホニアラにある既存の2
波で全土をカバー出来る。
音声の品質も良く、安定した
受信が可能なので番組伝送
用としても最適である。

既存の3送信所でほぼ全土
カバーが可能である。受信
が容易で受信機も安価、海
上の漁民も容易に受信出来
る。

コミュニテイ単位の情報伝達
には適している。

・首都ホニアラにある既存の
短波2波で全土をカバー出来
る。　　　　　　　　・中波が受
信出来ない地域への短波に
よるサービスが確保できる。
・中波送信機の故障等によ
る中波サービス停止の時も
受信者は短波によるサービ
スが受けられる。

首都ホニアラにある既存の2
波で全土をカバー出来る。
音声の品質も良く、安定した
受信が可能なので番組伝送
用としても最適である。
中波と組み合わせる事によ
り、一般住民もフエージング
の影響が少ない安定した受
信が可能である。

短波：首都ホニアラにある既存の
2波で全土をカバー出来る。
FM：人口の多い州都に設備する
事により、中波送信機が放送中
止（電力事情等で）になった時の
補完用として有効である。

短波：首都ホニアラにある既
存の2波で全土をカバー出来
る。音声の品質も良く、安定
した受信が可能なので番組
伝送用としても最適である。
FM：人口の多い州都に設備
する事により、中波送信機が
放送中止（電力事情等で）に
なった時の補完用として有効
である。

短波：DRMとAM放送併用により回
線の高信頼性、高品質と短波受信
機だけによるリスナーの救済が出
来る。　　　　　　　　　ＦＭ：地方の電
力不足事情による中波送信機が放
送停止時の補完となる。

フェージングの影響を受け受
信状態が不安定である。音
質が良くない。

現在、受信機が高価なため
人々が個人で受信できる状
況にはない。　現在ソロモン
では市販されていない。
現在短波を受信している聴
取者が急に聴けなくなる。

GIZO送信所の設備更新が
必要。
電力供給量が少ないため電
源変動が大きく送信機の起
動が出来ず、放送をストップ
する事がある。

全土カバーのためには数百
局の送信所が必要である。
従って建設用地、電力の確
保、保守等の問題がある。ま
たサービスを受ける人々が
限定される（海上の漁民に情
報を伝える事が困難）。

短波（AM）については、
フェージングの影響をうけ、
音質が良くない。
短波、中波と2重のカバレー
ジとなる。
中波送信機も電力事情によ
り放送出来ない事がある。

現在、短波(DRM)受信機が
高価なため人々が個人で受
信できる状況にはない。現在
ソロモンでは市販されていな
い。既存の短波受信者が受
信できなくなる(既存短波受
信者切捨てとなる）。中波送
信機も電力事情により放送
出来ない事がある。

短波（AM）については、フェージン
グの影響をうけ、音質が良くな
い。
短波、FMと2重のカバレージとな
る。
FM局を多数建設しなければなら
ない、従って初期投資大。

一般市民は短波（DRM)を受
信することは困難、通常は中
波を受信している。
中波とFMで2重カバーとなる
がFMは中波の補完。既存短
波受信者が受信不能にな
る、既存短波受信者切捨て
となる。

全システムのうち、最も初期コスト
が高い。

評価 △ × △ × △ △ ◎ △ ○
日本による援助
検討コンポーネ

ント
- - - - - - 短波（AM)　+　ＦＭ -

短波（DRM新たな周波数を必
要） + 短波(AM) + FM

総合コメント

短波(DRＭ既設短波周波
数を転用) + 中波

短　　　　　波

中波 ＦＭ

複　合　方　式

評価

FM9局（機材を設置する設備） 既にギゾ局でテレコム施設使用(S$1,000/月)

短波(ＡＭ) + 中波　

システム

送信所の数
全土カバーの為のプログラム伝

送回線

運用・保守（全土カバーの為の
設備に対して）

全土カバーの為の周波数計画

欠点

上記の様に、各種の放送システムを比較検討した結果、現在のソロモン諸島の社会環境及び日本の無償資金協力の観点における必要性・妥当性を考えた場合、システムＧが最適であると考えられる。システムＩに関しては、フルスペックだが、その分コストも高い。また、国家災
害管理事務局（ＮＤＭＯ）が24時間の防災・緊急災害情報の伝達システムとしてのの活用を想定しているが、システム機能のためには各コミュニティでの様々な訓練等が必要であり、無償資金協力における機材供与以外に、様々なアクションが必要となる。

総合評価

短波(ＡＭ)+ FM + (既設中波) 　
短波(DRＭ既設短波周波数
を転用)+ FM + (既設中波)

短波(DRＭ新たな周波数を必要) +
短波(AM) + FM + (既設中波)

項　　目

カバレージ範囲

受信安定度（フエージングの影
響）

受信音質

送信設備投資額(全土カバーの
場合）

局舎、鉄塔、電力

運用・保守

現状

利点

ITU-Rへの登録

受信の難易度

受信機の普及状況及び難易度

市販受信機の価格(1台)
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    附属資料－ 10  アンケート集計結果 

    （2009 年 4 月調査団作成） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アンケート集計結果

Honiara Gizo Auki Lata Total
(50) (50) (50) (50) (200)

Male 24 38 44 37 143
Female 26 12 6 13 57

1-10 2 2
11-20 16 4 8 2 30

21-30 11 6 10 16 43
31-40 15 12 14 16 57

41-50 5 18 12 11 46

51-60 1 6 6 5 18
Over 60 4 4

city 28 17 12 17 74
outside 22 33 38 33 126

Farmer 16 14 15 13 58
Fisherman 1 15 3 8 27

Teacher 3 5 8 2 18
Student 17 4 5 3 29
Nursing 2 2 4
Others 7 12 8 22 49

5 How many people in your family?  (Average) 4.46 6.32 5.91 5.64 5.58

6 Do you have a radio?  (Y / N / -no answer)　 (Y / N / -no answer) 48/2/- 27/23/- 43/7/- 42/8/1 160/40/1

7 Do you listen to the radio?  (Y / N ) (Y / N / -no answer) 48/-/- 26/2/- 44/-/- 40/2/8 158/4/10

8 How many hours do you listen per day?  (Average) 4.5 4.8 6.15 3.9 5.96
news 37 22 43 39 141

music 43 9 22 29 103
weather forcast 15 4 17 32 68

service message 6 2 13 14 35
educational info. 17 5 19 22 63

others 4 6 8
SW 1 13 11 35 60

AM 37 2 34 12 78
FM 45 20 21 5 85

11 In time of emergency, do you listen to the radio? 26 43 42 111

12 If yes, why do you listen to the radio? latest info. 47 18 42 37 144
weather info. 1 2 3 6

news 3 2 5
entertaiment 2 1 3

learning 1 1 2
educational 11 1 5 17

disaster info. Warning 9 1 10
service message 1 1

13 Do you deliver the emergency info. To other people? 50 50 48 50 198
14 If no, why do you not listen to the radio?

15 In time of emergency, do you want to get latest info.? 50 50 50 50 200
neighborhood 23 31 27 30 111
radio 48 27 45 39 159

Hf-radio (clinic,police,etc) 8 9 13 7 37
police 1 8 1 9 19

clinic 2 8 10
gsm(mobile phone) 19 11 13 1 44

pdc 1 1 2
TV 14 5 19

news paper 11 1 1 13
1nter-net 8 1 9

met office 13 13
17

18 Do you expect a rapid emergency info. through radio? 50 50 50 49/1 199/1
19 Do you take a radio with you to the sea? (Y / N / -no answer) 7 1/11/- 2/4/- 4/-/- 14/15/-

news 37 16 28 38 109
music 30 4 6 27 67
weather forcast 26 13 19 49 107

disaster info,worning 24 12 37 36 109
service message 2 2 16 20

educational info. 7 1 3 21 32

From who did you get emergency info.?16

20 When taking a radio,which program do you expect to
listen?

10 Which do you listen to the most

1 Sex

2 Age

4 Occupation

9 What kind of program do you listen?  

Are you from city or outside?
3

Question items Items
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    附属資料－ 11  各種料金、賃金表 

    （2009 年 3～4 月 SIBC 提供及び調査団収集） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1.  電気料金 

顧客分類 料 金 燃料価格調整金 合計料金 

一般家庭 $2.70 $0.29 $2.99 

商 業 $3.00 $0.29 $3.29 

工場（高圧受電） $2.89 $0.29 $3.18 

         単位：ソロモンドル($) / キロワット・時間 

2． 電話料金 

通話分類 料 金 

市内通話 $0.70 

市街通話 $3.12 

国際通話 $11.00 

        単位：ソロモンドル($) / 分 

3.  専用回線料金 

回線の種類 初期費用 月額料金 月額地上設備料金 月額衛星中継器使用料金

9.6k $20,137 $4,229.02 

19.2k $20,137 $6,383.02

32k $20,137 $9,255.02

64k $20,137 $15,325.45 $10,783.00 $4,365.30

128k $20,137 $28,700.00 $19,969.40 $8,730.60

256k $20,137 $55,400.00 $37,938.80 $17,461.20

512k $20,137 $108,900.00 $73,977.60 $34,922.40

        単位：ソロモンドル($) 

  注：州（島）間は衛星経由回線 

    使用衛星：Intelsat 国内通信用 NSS9 183°E、 国際通信用 180°E 

 

4.  労働者の賃金 

区 分 賃 金 

技能労働者 $800.00 /月 

一般労働者 $400.00 /月 

最低賃金 $4.00S/１時間 

       単位：ソロモンドル($) 

5.  受信機価格 

 

種 類 小型中国製 大型中国製 17 吋中国製 21 吋中国製

ラジオ受信機 $60～ $400～   

テレビ受像機   $1500～ $3500～ 

       単位：ソロモンドル($) 
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    附属資料－ 12  資料収集リスト 

    （2009 年 4 月調査団作成） 
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